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　なごや環境大学は、分野や主体、世代をつなぎ、行動する市民、協働する市民が「共に育つ（共育）」こと
を目的とし、2005 年に開学しました。現在では、持続可能な社会の担い手づくりの先進的事例として、広く 
その名を知られるようになりました。なごや環境大学の取り組みが全国的に評価されていることをうれしく思
います。
　これもひとえに、これまでご尽力いただいた関係者の皆様や市民の皆様のおかげであり、心より感謝します。

　なごや環境大学では、国内外で幅広くご活躍されている造園家・ランドスケープアーキテクトの涌井史郎学
長のもとで、様々な事業を企画・展開してまいりました。

　2020 年度は新型コロナウイルス感染症の影響を受けましたが、オンライン開催を取り入れたことで、潮流
に沿った環境テーマを取り上げた講座を企画することができました。特に、主催事業として実施した全 10 回
の SDGs オンラインセミナーは、全国から申し込みがあり、多くの人々に環境情報を発信し、環境に対する興
味や関心を高めることができました。

　名古屋市では、「なごや環境学習プラン」を策定し、持続可能な社会の実現に向けた人づくり・人の輪づくり
を環境面から推進していくための取り組みを進めています。このプランの中では、「分野や主体、世代を超えた
学び合い」が重要なキーワードとして挙げられています。
　分野や主体、世代をつなぎ、行動する市民、協働する市民として「共に育つ（共育）」ことを目的とするなごや
環境大学の果たすべき役割は益々高まっています。持続可能な社会の担い手づくりのためにも、今後とも様々
な取り組みを進めてまいります。

　今後とも、なごや環境大学を支えていただいている実行委員をはじめとする皆様の、ご支援とご協力をお願
いします。

「なごや環境大学」実行委員会　名誉委員長　
名古屋市長　河村　たかし
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　「なごや環境大学」学長の涌井史郎です。

　2020 年はまさに COVID-19 との戦いに明け暮れた一年でした。その戦いは今でも続いています。
しかしやや歴史を俯瞰的に見れば、世界史や日本史の中で大きく時代が転換したきっかけに必ず感染症の大流
行があったことを見逃せません。

　奈良の大仏建立の動機や、14 世紀のルネッサンスなどを見てもそうした事実を突きつけられるのです。時代
時代に人々が自然から受ける数多くの恵沢を忘れ、人間が如何にも主人公のように振舞った反動がパンデミッ
クを招来してきたと言っても過言ではないでしょう。
　ルネッサンスはモンゴル軍の西進に由来し、教会支配に沈んでいた欧州にペストの流行をもたらしました。
と同時に人々は改めて古代ギリシャの哲人たちの教訓オイコスロゴスとオイコスノモスの共存という真理に立
ち返ったのです。オイコスとは家庭或いは地域や都市、そして国を意味する共同体の事を言う古代ギリシャ語
です。ノモスとはその秩序、ロゴスとはその真理、つまり自然の叡智を指し示す言葉です。

　今という時代。改めて我々は自然界からの警告をパンデミックという形で受けています。我々の子孫がこの
地球の生命圏の中で生きて、自己実現を追い求めるための基盤は、生命圏が 38 億年をかけてきたエネルギー
と物質を生物の多様性が、生産者、消費者、分解者として自律循環的システムを形作った生態系を健全に維持
する事です。
　2050 年を目標年とする愛知目標「自然と共生する世界を」を議決した COP10。その開催年 2010 年末の国
連総会で議定された「生物多様性の 10 年」の最終年が 2020 年でありました。

学長メッセージ
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　自然と共生するための行動変容と持続的未来のために社会的大変容を SDGs などの個別目標に従い世界の
ルールとし、これまで積み上げてきた生物多様性の主流化の成果を活かしながらどのように自然と共生する世
界を構築しようとするのかが、改めて問われていると申せましょう。

　そのタイミングに図らずも COVID-19 という強烈な警告を受けた我々は、全ての人々がマスクをする、リ
モートワークは当たり前となるといった行動変容をものすごい速さで実現させています。これこそやればでき
る証とみる事も出来ましょう。

　我々は改めて身勝手で他の生物の存在を無視するかのようなライフスタイルを捨て、エゴではなく全ての生
物が果たす役割が滞りなく果たせることが健全な生態系の保続策であるという行動原則を共有する。つまりエ
ゴロジーから改めてエコロジーに立ち返る方向に向かいましょう。

　『環境の取り組みは名古屋に学べ』と言われるように尽力を重ねて参りますので、多くの方々が引き続き「な
ごや環境大学」にご参加、ご支援、ご協力を賜りますようこの機会に心よりお願いを致させて頂きます。

「なごや環境大学」学長　
涌井　史郎
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˙な͝΍ڥ؀େֶ2020೥౓ͷৼΓฦΓと࣍೥౓΁ͷల๬
ʙな͝΍ڥ؀େֶडߨੜ͓よͼ
�ମ΁ͷΞϯέʔτௐࠪ݁Ռからʙஂ࠵ओ࠲ߨ ୅දࣄװɹେࣛɹ੟ެʢѪ஌ڭҭେֶʣ

̍ɽ֤ छ࠲ߨडऀߨʹؔ͢Δ෼ੳ݁Ռ
ɹ࠲ߨͷडऀߨͷதからɺԆ΂ �
549 ໊ͷΞϯέʔτճ౴Λい
た͖ͩ·͠たɻճ౴いたͩいたडऀߨͷօ͞Μɺ͋͝ྗڠΓ͕
と͏͟͝い·͠たɻな͓ɺͦΕͧΕͷઃ໰͸ɺ༗ޮճ౴ͷΈΛ
てい·͢ɻ͠ܭू

ɹ2020೥౓ʹ࣮͠ࢪた֤छ͓࠲ߨΑͼখֶੜ࠲ߨ͚޲ͷडऀߨɺا࠲ߨըऀΛର৅と͠たΞϯέʔτ݁Ռからɺな͝΍؀
となΓɺظɺԆࢭத͕࠲ߨͷたΊଟ͘ͷࢭછ঱ͷ֦େ๷ײίϩφ΢Πϧεܕ͸৽ظい·͠たɻʢલߦಈͷৼΓฦΓΛ׆େֶͷڥ
ྫ೥ΑΓճ౴਺͕ݮってい·͢ɻʣ

˔೥ྸ
ɹडऀߨͷ೥୅͸ʮ40୅ʯ͕ 22.�%と࠷΋͘ߴɺͭ いͰɺʮ60
୅ʯɺʮ�0୅ʯ͕ ͦΕͧΕ 20%ɺʮ30୅ʯ͕ �5.8%Ͱ͠たɻʮখ
ֶੜΛআ͘ �0୅ʯ4.�ˋɺʮ20୅ʯ4.6ˋとएいੈ୅ͷൺ཰
͕௿͘なってい·͢ɻ͜͜਺೥ ଓい͕޲܏いߴҎ্͕ࡀ�0
てい·͠た͕ɺ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ͷӨڹからࣾձਓ͚޲ΦϯϥΠϯηϛφʔΛ࿈ଓ͠て։͠࠵た͜とͰɺ30୅ɺ
40୅ͷࢀՃ཰͕͕͋ったとߟえらΕ·͢ɻϢʔε͚޲ͷ࠲ߨΛੵۃతʹߦいɺएいੈ୅͚޲ͷ࠲ߨͷվળΛࢼΈてい·
͕͢ɺશମからݟてͦͷ݁Ռ͕දΕていないͷ͸࢒೦Ͱ͢ɻ

˔ೝ஌౓とडݧܦߨ
ɹな͝΍ڥ؀େֶͷೝ஌౓ʹͭいてɺडऀߨͷ23.8ˋ͕ʮ஌
らなかったʯとճ౴͠てい·͠たɻ͜ͷൺ཰͸20�9೥౓と
ൺֱ͠て2.6ϙΠϯτͷ૿ՃͰɺ৽نडऀߨͰ͋ΔʮॳΊて
ड͠ߨたʯํ΋29.3%とɺ20�9೥౓ൺֱ͠て6.4ϙΠϯτ
૿Ճ͠ɺ৽ن૚΁ͷ͕޿Γ͕͡ײらΕΔ݁ՌとなΓ·͠たɻ
ɹ͜ͷ݁Ռ͸ɺࠓ·ͰͷϦϐʔλʔͰ͋Δड͕ऀߨΦϯϥΠ
ϯ։࠵ʹΑってࢀՃ͕ݮった͜とɺٯʹΦϯϥΠϯ։࠵ʹΑっ
てࠓ·Ͱʹないड૿͕ऀߨՃ͠た݁Ռ͕൓ө͞ΕていΔ΋ͷ
とࢥΘΕ·͢ɻޙࠓ͸ɺ࠲ߨͷ։ܗ࠵ଶ͕ैདྷͷର໘͚ͩͰ
な͘ɺΦϯϥΠϯʹΑΔ։࠵などଟ༷なల։͕ܧଓ͞Εてい
͖·͢ɻͦͷ͜とΛ౿·えɺएऀΛத৺と͠た৽ن
डऀߨʹ΋ࢀՃ͠΍͘͢ɺϦϐʔλʔと͠てܧଓ͠
てࢀՃ͠た͘なΔ࠲ߨͷ։ઃなどʹऔΓ૊Ήඞཁ͕
͋ΔとߟえらΕ·͢ɻ

஍ۈࡏɾॅࡏ˔
ɹडऀߨͷॅࡏɾۈࡏ஍͸໊ݹ԰ࢢ಺5�.5%ɺѪ஌ݝ಺ΛؚΊΔと85.8%Ͱ͠たɻҰํɺࡢ೥6.5ˋͩったॅࡏ֎ݝɾࡏ
えらΕߟՃ཰্͕͕ったたΊとࢀͷ֎ݝՃͷ͠қ͞からɺࢀΑΔʹ࠵ͷׂ߹͕ɺ�3.2ˋと্ঢ͠たͷ͸ɺΦϯϥΠϯ։ۈ
·͢ɻ

0% �5%�0%5% 20% 25%
�0୅

ïখֶੜΛআ͘ð
20୅

40୅

60୅

30୅

50୅

Ҏ্ࡀ�0

4.�%

4.6%

�5.8%

22.�%

�3.4%

20.0%

20.0%

೥୅

˔৘ใೖखํ๏
ɹ࠲ߨ৘ใͷೖखʹͭいて͸ɺʮ༑ਓ΍஌Γ߹いか
らฉいてʯとい͏ޱίϛ͕25.3%ɺʮな͝΍ڥ؀େ
ֶͷΨΠυϒοΫʯΛݟて஌ったׂ߹͕2�.0ˋɺ߹
Θͤてશମͷ5ׂۙ͘となってい·͢ɻΨΠυϒο
Ϋʹͭいて͸ࡢ೥ͷ33.2ˋから�2.2ϙΠϯτݮগ
͠てい·͕͢ɺʮϗʔϜϖʔδΛݟてʯとい͏ճ౴

͜ͷ
͕࠲ߨ
͸͡Ίͯ
29.3%

�0ճҎ্
30.�%
�0ճҎ্

਺ճ
4�.�%

29.0%

0% �0% 20% 30%
ΨΠυϒοΫΛݟて
ϗʔϜϖʔδΛݟて

'BDFCPPLΛݟて

てݟใな͝΍Λ޿

ϝʔϧΛݟて

てݟ঺հͷνϥγΛ࠲ߨ

৽ฉなどから
༑ਓ΍஌Γ߹いからฉいて

2�.0%

�6.2%

�.2%

5.�%

�4.6%

�.�%

2.9%

25.3%

஌っͯいた
��.2%

஌らな
かった
23.8%

な͝΍ڥ؀େֶͷೝ஌౓ Ճճ਺ࢀ΁ͷ࠲ߨ

৘ใೖखํ๏
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ର͢Δຬ଍౓ʹ࠲ߨ˔
ɹ࠲ߨʹର͢Δຬ଍౓͸ʮຬ଍ʯɺʮ΍΍ຬ଍ʯΛؚΊて82ˋとߴいධՁΛい
た͖ͩ·͠たɻ
ɹࠓ೥౓͸ɺ։࠵ͷܗଶ͕ΦϯϥΠϯなどಛघなঢ়گͰओஂ࠵ମʹ΋޻෉Λ
ըஂମͷօ༷ا࠲ߨ΋౿·えてɺگい͠て͓Γ·͠た͕ɺͦͷΑ͏なঢ়ئ͓
ͷ౒ྗ΍޻෉͕൓ө͞Εた΋ͷとࢥい·͢ɻ

͕20�9೥౓ͷ�2.3ˋから�6.2ˋɺʮϝʔϧΛݟてʯ͕2.9ˋから�.2ˋɺʮGBDFCPPLΛݟてʯ͕3.2ˋから5.�ˋとͦΕ
ͧΕ૿Ճ͠てい·͢ɻ͜Ε͸৽ܕίϩφ΢Οϧεײછ঱ʹΑΓɺ഑Սࢪઃ౳ʹてΨΠυϒοΫΛखʹऔΔػձ͕ݮΓɺ୅Θ
Γʹ΢ΣϒαΠτ΍ϝʔϧɺGBDFCPPLなどから৘ใΛಘてड͢ߨΔέʔε͕૿えたたΊとߟえらΕ·͢ɻޙࠓ͸ɺ΢Σϒ
ίϯςϯπʹͭいて಺༰ߏ੒ΛΑΓΘかΓ΍͘͢վળ͠てい͘とと΋ʹɺएいੈ୅΍৽نडऀߨΛ૿΍͢たΊɺεϚʔτϑΥ
ϯ΍λϒϨοτ୺຤などϚϧνϝσΟΞثػからखܰʹೖखͰ͖Δ৘ใͷॆ࣮などʹऔΓ૊ΜͰい͖たいとࢥい·͢ɻ

˔ؔ৺͕ߴい෼໺
ɹؔ৺͕͋Δ෼໺と͠て͸ɺʮࣗવڞੜɾੜ෺
ଟ༷ੑʯɺʮ਎ۙなࣗવʯ͕4ׂΛ௒えɺʮ৯΍
೶ʯɺʮީؾมಈʯɺʮ͝Έɾݯࢿ॥؀ʯʮΤωϧ
Ϊʔʯ͕いͣΕ΋3ׂҎ্Λ઎Ίてい·͠たɻ
ʮࣗવڞੜɾੜ෺ଟ༷ੑʯʮ਎ۙなࣗવʯʮ৯΍
೶ʯ͸ৗʹؔ৺͕ߴい͕͋޲܏Γ·͕͢ɺத
Ͱ΋ΤωϧΪʔ໰୊͸�9೥౓から8.8ϙΠϯ
τΛ͸͡Ίɺ͢΂てͷ෼໺ʹ͓いてϙΠϯτ
্͕ঢ͠てい·͢ɻಛఆͷ෼໺ʹڵຯΛͭ࣋
ͷͰ͸な͘ɺશମతʹؔ৺Λ࣋っていΔ͜と
ͷදΕと΋ߟえらΕ·͢ɻ4%(Tʹؔ͠て͸ɺ
20೥౓からΞϯέʔτʹՃえ·͠た͕ɺߴい
ؔ৺Λࣔ͞ΕていΔ͜と͕෼かΓ·͢ɻҾ͖
ଓ͖ɺྲྀ࣌Λとらえな͕らɺडऀߨͷΈな͞
ΜͷχʔζʹԠえらΕΔΑ͏なऔ૊Λ૿΍͠
てい͖たいとߟえてい·͢ɻ

0% �0% 20% 60%50%40%30%
มಈީؾ

ࣗવڞੜɾੜ෺ଟ༷ੑ

͝Έɾݯࢿ॥؀

΍͞͠い·ちɾަ௨ʹڥ؀

ΤωϧΪʔ໰୊

਎ۙなࣗવ

Ϗδωεڥ؀
ҭ੒ࡐҭɾਓڭڥ؀

36.5%

48.6%

36.2%

38.2%

46.0%

24.2%

�2.9%

22.5%

΍͞͠いങい෺ʹڥ؀
৯΍೶

͢·いɾ͘ら͠ͷলΤω
&4%ʢ࣋ଓՄೳな։ൃͷたΊͷڭҭð

4%(T

38.0%

�9.4%

��.9%

��.0%

29.�%

ؔ৺͕ߴいڥ؀෼໺

̎ɽখֶੜ࠲ߨ͚޲ʹؔ͢Δ෼ੳ݁Ռ
ɹখֶੜͷडऀߨ 24�ਓʹର͢ΔΞϯέʔτʹΑΔとɺडऀߨͷ ࢀʹ࠲ߨ಺Ͱ͠たɻॳΊてݝ಺ɾѪ஌ࢢ԰ݹ໊͕ˋ93.6
Ճ͠たࢠど΋͕ 43.�ˋと �0.4 ϙΠϯτ૿Ճɺಉ࣌ʹʮԿ౓かʯɺʮ�0ճҎ্ʯࢀՃ͠ていΔࢠど΋͸߹Θͤて 56.9ˋとɺ
൒਺Ҏ্͕ϦϐʔτࢀՃ͠ていΔ͜と͕ΘかΓ·͢ɻ
ɹ࠲ߨͷ಺༰ʹͭいて͸ɺʮָ͠かったʯと͡ײたࢠど΋͕શମͷ 95.6ˋとඇৗʹ
Ճ͠たいなʯʹͭいて΋ɺ˓ʢ͠たいʣ͕ࢀい͜と͕ಛ௃తͰ͢ɻ·たɺʮ·たߴ
92.3ˋɺʮΘかΓ΍͢͞ʯʹ ͭいてͷධՁ΋ 20�9೥౓ΑΓ �.5 ϙΠϯτ্ঢ͠て͓Γɺ
શମと͠てࢠど΋ͷࢀՃऀ͕࠲ߨʹඇৗʹຬ଍͠てɺ·たࢀՃ͠たいとࢥっていΔ͜
と͕ΘかΓ·͢ɻ

内容 ○ △ ×
楽しかったかな？ 95.6% 4.4% 0%
わかりやすかったかな？ 88.3% 9.7% 2.0%
また参加したいかな？ 92.3% 6.9% 0.8%

�0ճҎ্
�3.8%

͸͡Ίͯ
43.�%Կ౓か

43.�%

�0ճҎ্
�3.8%

΍΍ຬ଍
��.9%
΍΍ຬ଍
��.9%

ຬ଍
�4.�%

ී௨
�0.2%

ෆຬ �.8%΍΍ෆຬ �.0%

ݧܦՃࢀ΁ͷ࠲ߨ

ର͢Δຬ଍౓ʹ࠲ߨ
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十分 ほぼ十分だった 少し足りなかった 足りなかった
①スタッフ数 61.0% 31.7% 7.3% 0.0%
②講座の時間配分 63.4% 31.7% 4.9% 0.0%
③内容 70.7% 24.4% 4.9% 0.0%
④手法 65.0% 27.5% 7.5% 0.0%
⑤会場 66.7% 30.8% 2.6% 0.0%
⑥準備 58.5% 39.0% 2.4% 0.0%
⑦広報 30.8% 46.2% 18.0% 5.1%
⑧参加者の人数 31.7% 31.7% 34.2% 2.4%
⑨収入と収支のバランス 24.2% 39.4% 33.3% 3.0%

ͷӡӦ࠲ߨ˔
ɹ࠲ߨͷӡӦʹؔ͠てɺදʹࣔ͠た9߲໨ʹͭいてɺͦΕͧΕ̐ஈ֊ͰࣗݾධՁ͠ていた͖ͩ·͠たɻʮελοϑ਺ʯɺʮߨ
Ճऀࢀใʯɺʮ޿഑෼ʯɺʮ಺༰ʯɺʮख๏ʯɺʮձ৔ʯɺʮ४උʯͷ߲໨Ͱʮे෼ʯとͷճ౴͕5ׂΛ௒えてい·͕͢ɺʮؒ࣌ͷ࠲
ͷਓ਺ʯɺʮऩೖとऩࢧͷόϥϯεʯ͕ʮे෼ʯとͷճ౴͸3ׂఔ౓ʹとど·ってい·͢ɻ
ɹ20�9೥౓からΞϯέʔτʹʮ޿ใʯɺʮࢀՃऀͷਓ਺ʯΛ߲໨ʹՃえ·͠たɻ
ɹ͜ͷ݁Ռͷ௿い߲̏໨
͸ɺίϩφՒʹΑΔӨ͕ڹ
·ΘΕࢥදΕた΋ͷと͘ڧ
͢ɻΨΠυϒοΫͷ഑෍͕
े෼ʹͰ͖なかった͜と΍
ՃऀͷਓࢀえなどͰ߇Ճࢀ
਺͕௿Լ͢Δ࢕͕޲܏え·
͢ɻ޿ใʹྗΛೖΕΔ͜と
Λ੒ޭͤ͞ΔϙΠϯ࠲ߨ͕
τとߟえらΕ·͢ɻ

ͷల๬ޙࠓͷվળɾ࠲ߨ˔
ɹڞҭ࠲ߨとい͏ࢀըͷ͠かたʹͭいて͸ɺ
શମͷ9�.�ˋͷஂମ͕ʮΑかったʯʮどちら
かといえばΑかったʯとճ౴͠て͓Γɺ͜ͷ
͘͠Έ͕ॏཁなҙٛΛ࣋っていΔ͜と͕Θか
Γ·͢ɻ·たɺޙࠓͷܧଓҙ޲ʹͭいて΋ɺ
92.8ˋͷஂମ͕ܧଓ͠たいとճ౴͠てい·͠
たɻ

˔·とΊ
ɹҎ্ɺ2020೥౓ͷ֤छΞϯέʔτ݁Ռͷ෼ੳからɺな͝΍ڥ؀େֶ͕ɺ̣̥̤ɾࢢຽ׆ಈஂମɺۀاɺߦ੓ɺڭҭػ
ؔなどとڠಇ͠て໾ׂ෼୲͠ていΔڞҭ࠲ߨͷ͘͠Έ͸ɺ࠲ߨओஂ࠵ମɾडऀߨいͣΕから΋ߴいධՁΛಘていΔ͜と͕
ΘかΓ·͢ɻ͠か͠ಉ࣌ʹɺ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱֦େͷӨڹʹΑΔશମతなࢀՃऀ਺ͷݮগ΍ɺएいडऀߨͷ૿Ճ
਺͕಄ଧちʹなっていΔなどɺ৽نडऀߨ૚ͷ։୓͕ΑΓඞཁとなって͖てい·͢ɻ4%(Tʹؔ͢Δ࠲ߨͷॆ࣮΍Ϣʔε
ੈ୅͕ࢀՃ͠΍͘͢なΔ޻෉などɺडऀߨɺا࠲ߨըऀͷχʔζΛ͠っかΓと೺Ѳ͠ɺな͝΍ڥ؀େֶͷاըӡӦΛਐల
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͖·͠たɻ
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名古屋市内および近隣地域をキャンパスとして、『共に学び合い』『育ち合う』環
境講座を「共育講座」と表現し、展開しています。講座の企画・運営は、趣旨に
賛同した市民 /市民団体や企業、教育機関、そして行政などが行い、企画を持ち
寄り、協働で運営しています。
2020 年度は、前期は 32講座、後期は 48講座、合わせて 80の講座を開催し
ました。（イベント等を除く）
各講座の詳細や団体情報については、なごや環境大学のウェブサイト内「アーカ
イブ」や「エコパートナーズデータベース」に掲載しています。
屋外（里山や水辺）も屋内（教室や工場）も「まちじゅうがキャンパス」です。
座学、フィールドワーク、討論、ワークショップ、調査・研究など様々な講座を実施しました。
※ 2020 年度は新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、一部延期・中止となる回も発生しました。

『共育ゼミナール』は、開校以来進めてきた受講生を招く『共育講座』の発展の形
として、2012年度から開始しています。「行動しやすくなるしくみづくり」の一
つとして、調査・研究、社会実験、提言とりまとめなどを行っています。
2020年度は、５団体が年間を通じて活動しました。

共育講座

共育ゼミナール

ザリガニなどの外来生物を捕獲する会と調理して食べる会
の連続講座は今度で３年目。身近な侵略的外来生物の捕獲
と命を大切にいただくことを体験してもらいます。

外来種を捕る会、食べる会３

なごや外来種を考える会団体名

二ホンミツバチの自然繁殖条件の調査と自然繁殖による生
物多様性の維持保全活動

東谷山の森の中での二ホンミツバチの
飼育活動

東谷山二ホンミツバチプロジェクト
実行委員会団体名

堀川最上流部の水辺環境とそこに生息する動植物の状況把
握を目的とします。水質調査のほか、魚類や爬虫類、貝類、
水生昆虫などの水生動物、水草などを対象とした調査を実
施。

堀川最上流の自然環境を調べる！
川ナビ歩こう会・
株式会社地域環境計画名古屋支社団体名

都市にとって、「健康な植生活」って何？身近な自然と、ど
うつきあえばイイの？…そんなギモンやモヤモヤを、スッ
キリさせたい！

都市の自然のモノサシづくり
モノサシなごや
（都市の自然のモノサシ研究会）団体名

すべての学校で SDGs 学習が取り組まれる状況を目指し、
教育関係者と、SDGs カリキュラムの創出、実践の場づく
りを行う。

「ESD for 2030」NAGOYA プロジェ
クト～学びに向かう力を育む

一般社団法人 SDGsコミュニティ団体名
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共育講座・
ゼミナール一覧

1�

2020 年度（前期）

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
気
候
変
動
）

①
低
炭
素

講座番号 講座名 企画・運営 親子 小学生 中高生 大学生 一般

B-01 SDGs に取組む ごきそテクノカフェ 名古屋工業大学　ごきそ技術士会 ○ ○ ○ ○

C-01 高速道路橋の長寿命化への取り組みを学ぼう！ 中日本高速道路株式会社　名古屋支社 ○ ○ ○ ○ ○

C-02 夏休み特別企画　東邦ガス親子環境講座 東邦ガス株式会社 ○ ○

C-03 環境エネルギー塾 中部電力株式会社 ○

E-01 脱！ヒートアイランド！～国内外の都市緑化から～ 中生涯学習センター ○ ○ ○ ○ ○

E-02 気候変動の歴史をさぐる 天白生涯学習センター ○

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

講座番号 講座名 企画・運営 親子 小学生 中高生 大学生 一般

Z-01 おばあちゃんの知恵から学ぼう。食から始まるシンプル暮らし術 養生キッチンふうど ○ ○

Z-02 都市の自然のモノサシづくり モノサシなごや
（都市の自然のモノサシ研究会） ○ ○

Z-03 外来種を捕る会、食べる会 3 なごや外来種を考える会 ○ ○ ○ ○

Z-04 東谷山の森の中でのニホンミツバチの飼育活動 東谷山ニホンミツバチプロジェクト
実行委員会 ○ ○

Z-05 「ESD　for　2030 」NAGOYA プロジェクト～学びに向かう力を育む 一般社団法人 SDGs コミュニティ ○ ○

Z-06 堀川最上流の自然環境を調べる！ 川ナビ歩こう会・
株式会社地域環境計画名古屋支社 ○ ○ ○

（
生
物
多
様
性
・
気
象
・
自
然
体
験
）

②
自
然
共
生

講座番号 講座名 企画・運営 親子 小学生 中高生 大学生 一般

A-01 愛岐の里山たいけん隊～春の里山にいこう ! ～ 「なごや環境大学」実行委員会、名古屋市
愛岐処分場、名古屋市環境学習センター ○ ○

B-02 生物多様性条約　ポスト愛知目標はどうやって決まる !? 国連生物多様性の 10 年（UNDB）
市民ネットワーク ○ ○

B-03 子ども向けワークショップ　「野鳥探偵」 日本野鳥の会愛知県支部 ○

B-04 森で見っけ！自然と育むおやこの発見・創造プログラム 劇団森のパレット ○

B-05 昆虫食について知り、実際に食べてみよう！ 愛知県昆虫食を考える会 ○ ○ ○ ○ ○

B-06 『樹木博士』～ 樹木で衣・食・住の森のめぐみを考えてみよう ! ～ 森林インストラクター会“愛” ○ ○ ○ ○ ○

B-07 ビオトープと生物多様性（ビオトープ管理士試験対策） ビオトープ・ネットワーク中部 ○ ○ ○

B-08 おばたの森遊び なごや環境塾　
どんぐりころころグループ ○

B-09 干潟の学校　～藤前干潟を体感しよう！～ NPO 法人藤前干潟を守る会 ○ ○ ○ ○ ○

B-10 ♪親子で楽しむ　ネイチャーゲーム♪ なごやネイチャーゲームの会 ○ ○ ○ ○ ○

B-11 もりもり自然探検・大発見 かすがい里山自然楽校 ○ ○ ○ ○ ○

B-12 美味しい！楽しい！美しい！魅力いっぱい親子森遊び 地球ハグ倶楽部 ○ ○ ○ ○ ○

B-13 渥美の磯で珍しい生き物を探そう！ 環境ボランティアサークル　亀の子隊 ○ ○ ○ ○ ○

B-14 中津川の自然、まるごとお楽しみ（第 11 回） 認定特定非営利活動法人
恵那山みどりの会 ○ ○ ○ ○ ○

B-15 りす山の自然学校 なごやの野生ニホンリスを一緒に守りませんか？ 守山リス研究会 ○ ○ ○ ○ ○

B-16 夜の東山の森で虫たちを灯火採集！ なごやの生き物調査の会 ○ ○ ○ ○ ○

B-17 みて　きいて　かんじて！自然と遊ぼうの会　森と川を楽しもう編 NPO みのむしックス ○ ○ ○

B-18 山県市北部でまったり 2020　～春・夏～ やまがたフットパス実行委員会 ○ ○ ○ ○ ○

B-19 むささびっ子の森くらぶ よりあい工房ばんどり ○

B-20 りす山遊び「季節を感じる自然体験をしよう！」 特定非営利活動法人　えこども ○ ○ ○ ○ ○

C-04 地域の森を知り　林業を知り　地域材を活用しよう 仲建設株式会社 ○ ○ ○

C-05 なごやの森 de セルフケア＆ナチュラルクラフト prana( プラーナ） ○ ○

C-06 なごやの建設屋さんとエコアクションを体感しよう！ 一般社団法人　名古屋建設業協会 ○ ○ ○ ○ ○

C-07 きみもプラネタリアン！～やってみよう、こどもプラネタリウム解説～ アクティオ株式会社　名古屋営業所 ○ ○ ○

C-08 第 30 回　環境フォーラム 株式会社　エステム ○ ○ ○ ○ ○

なごや環境大学実行委員会 主催講座
ʮͳ͝΍ڥ؀େֶʯ࣮ߦҕһձ͕اըɾӡ
Ӧ͢Δ࠲ߨͰ͢ɻ஍نٿ໛ͷςʔϚ͔Βɺ
਎ۙͳ஍Ҭͷ໰୊·ͰֶͿ͜ͱ͕Ͱ͖·
͢ɻ

講座番号　Ａ

共育ゼミナール

市民・市民団体等がテーマを掲げて年間を通
して調査・研究、社会実験などを行います。
活動成果を持ち寄って、「持続可能ななごや」
実現のためにさまざまな提案等をします。

講座番号　Ｚ
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（
３
Ｒ・ご
み
問
題・産
業
廃
棄
物
）

③
資
源
循
環

講座番号 講座名 企画・運営 親子 小学生 中高生 大学生 一般

B-21 ～勿体ないを家庭から～編む . 織る . 染める～手あみの基礎学べます－ 手あみ生涯学習ぐるーぷ＆つながれっ
と・イーブル・リサイクル３Ｒグループ ○

C-13 日本のものづくりを通して学ぶサスティナブル 株式会社　大醐 ○ ○

C-14 紙のリサイクル 愛知県古紙協同組合 ○ ○ ○ ○ ○

C-15 びん、缶、ペットボトルのリサイクル 愛知県再生資源団体連合会 ○ ○ ○ ○ ○

C-16 SDGs カードゲームの体験を通して、廃棄物の意識を向上 加山興業株式会社 ○ ○

E-08 海洋プラスチックって何？～その原因と影響を探る～ 港生涯学習センター ○ ○ ○ ○ ○

E-09 それはごみ？それとも資源？～リサイクルの歴史と現状から学ぼう～ 北生涯学習センター ○

E-10 大切なものを長く使いごみ減量を意識してみませんか 名古屋市環境局減量推進室 ○ ○ ○ ○ ○

・交
通・水
）

（
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

⑤
ま
ち
づ
く
り

講座番号 講座名 企画・運営 親子 小学生 中高生 大学生 一般

D-01 街づくりから学ぶ SDGs 入門 愛知教育大学 ○ ○ ○ ○

（
人
材
育
成
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
）

⑦
人
づ
く
り

講座番号 講座名 企画・運営 親子 小学生 中高生 大学生 一般

A-02 環境白書から実践へ 2020 ～ SDGs17 の目標 その先へ！～ 「なごや環境大学」実行委員会、環境省 中部地方環境事務
所、愛知学院大学名城公園キャンパス 地域連携センター ○ ○

B-27 SDGs で地球を守る　あなたも地球エコ防衛隊になろう！ 地球エコ防衛隊 ○ ○

B-28 都市近郊田で、無農薬のコメ作り、生きもの豊かな田んぼ作り NPO 法人日進野菜塾 ○ ○ ○ ○ ○

B-29 テクノロジーカフェ 公益社団法人日本技術士会中部本部・
中部倫理委員会 ○ ○ ○ ○ ○

B-30 レイチェル・カーソンの想いは今に続く レイチェル・カーソン日本協会
東海フォーラム ○ ○ ○ ○

多
文
化
共
生

⑥
国
際
協
力
・

講座番号 講座名 企画・運営 親子 小学生 中高生 大学生 一般

B-24 英語で聞こう！話そう！海外の文化と環境 特定非営利活動法人
ヘルピングハンズアンドハーツジャパン ○ ○ ○

B-25 「食×国際交流」！世界の料理で環境を学ぼう♪ ノートルモンド名古屋 ○ ○ ○ ○

B-26 楽しく学ぶフェアトレード～カレー作り、若者スピーチ～ 名古屋をフェアトレード・タウンに
しよう会 ○ ○ ○ ○ ○

（
食・く
ら
し・防
災・安
全
）

④
健
康
安
全

講座番号 講座名 企画・運営 親子 小学生 中高生 大学生 一般

B-22 環境カウンセラーと行く『畜産と環境～肉の向こうに環境を見る～』 環境カウンセラー　岡本明子 ○ ○

B-23 明るく楽しく前向きに防災減災を考えよう！ 名古屋大学防災サークル 轍 - わだち - ○ ○ ○

C-17 なごやの暮らしとシミズのしごと　part6 清水建設株式会社　名古屋支店 ○ ○ ○ ○ ○

C-18 受講生と共につくり、学びあう体験講座　～１６年連続開催中～ 株式会社山田組 ○ ○ ○ ○ ○

E-11 視程調査体験～ビルの見え方で大気のキレイさをたしかめよう～ 名古屋市環境局大気環境対策課 ○ ○ ○ ○ ○

E-12 水の歴史資料館で学ぶ　名古屋の下水道と大雨・防災 名古屋市上下水道局　調査課　
水の歴史資料館 ○ ○ ○ ○ ○

（
生
物
多
様
性
・
気
象
・
自
然
体
験
）

②
自
然
共
生

講座番号 講座名 企画・運営 親子 小学生 中高生 大学生 一般

C-09 田んぼ体験しよう！～昔ながらの農具を使って～ 戸田川緑地管理センター ○ ○ ○ ○ ○

C-10 【植物の魅力】を体感しよう！ 名古屋市みどりが丘公園 ○ ○ ○ ○ ○

C-11 青空遊園～堀川で川遊び！川を楽しむ！～ 川ナビ歩こう会、
株式会社地域環境計画名古屋支社 ○ ○ ○ ○ ○

C-12 夏休みの自由研究 !! ～蟹江町で自然観察しよう♪～ 株式会社 加藤建設 ○

E-03 【徳川園共催】昆虫王国～命きらめく都会のオアシス～ 東生涯学習センター ○ ○

E-04 歩いて自然を体感！公園・庭園の魅力 南生涯学習センター ○

E-05 未来へつなぐ！池干しで守る猪高緑地の生態系 名東生涯学習センター ○ ○ ○

E-06 多様な生き物に出会おう！ in 大高緑地 緑生涯学習センター ○

E-07 めざせ !! 水の環復活　～学んでみよう、水のこと～ 名古屋市環境局地域環境対策課
水質地盤係 ○ ○ ○ ○ ○

市民・市民団体が企画・運営する講座
ʮͳ͝΍ڥ؀େֶʯͷझࢍʹࢫಉͨ͠
༷ʑͳࢢຽɾࢢຽஂମ͕اըɾӡӦ͠
·͢ɻ͜Ͳ΋ʹ΋Θ͔Γ΍͍͔͢࠲ߨ
Βɺৄֶ͘͠ͼ͍ͨਓ͖޲ͷ࠲ߨ·Ͱ
͍Ζ͍Ζ͋Γ·͢ɻ� 講座番号　Ｂ

企業・事業者が企画・運営する講座
΍͍͞͠औΓ૊ΈΛͯ͠ʹڥ؀
͍Δۀاɾ͕ऀۀࣄɺࣗࣾͷ؀
ઃࢪಈΛ঺հͨ͠Γɺ׆อશڥ
Γ͠·͢ɻͨ͠ࢪΛֶ࣮ݟ

講座番号　Ｃ

大学等が企画・運営する講座
େֶ౳͕اըɾӡӦ͢Δ࠲ߨ
Ͱ͢ɻ

講座番号　Ｄ

生涯学習センター等で実施する講座

各区生涯学習センターで、各館年間１
講座を計画しています。区の特性に応
じた内容や、全市的な視点から環境を
考える内容など、様々な視点から講座
を開催します。� 講座番号　Ｅ



共育講座・
ゼミナール一覧

1�

2020 年度（後期）

（
エ
ネ
ル
ギ
ー・気
候
変
動
）

①
低
炭
素

講座番号 講座名 企画・運営 親子 小学生 中高生 大学生 一般

C-19 けんせつのしごと～ただいま、未来を建設中！～ 戸田建設株式会社 名古屋支店 ○ ○ ○ ○ ○

C-20 春休み特別企画　東邦ガス　生物多様性講座 東邦ガス株式会社 ○

D-02 2020 年度次世代エネルギーワークショップ（学生編） 名古屋市立大学大学院経済学研究科（次世
代エネルギーワークショップ推進委員会） ○

E-13 世界を変えるための目標～ SDGs と環境保全の取り組み～ 西生涯学習センター ○

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

講座番号 講座名 企画・運営 親子 小学生 中高生 大学生 一般

Z-02 都市の自然のモノサシづくり モノサシなごや
（都市の自然のモノサシ研究会） ○ ○

Z-03 外来種を捕る会、食べる会３ なごや外来種を考える会 ○ ○ ○ ○

Z-04 東谷山の森の中での二ホンミツバチの飼育活動 東谷山二ホンミツバチプロジェクト
実行委員会 ○ ○

Z-05 「ESD for 2030」NAGOYA プロジェクト～学びに向かう力を育む 一般社団法人 SDGs コミュニティ ○ ○

Z-06 堀川最上流の自然環境を調べる！ 川ナビ歩こう会・
株式会社地域環境計画名古屋支社 ○ ○ ○

多
様
性
の
め
ぐ
み

講座番号 講座名 企画・運営 親子 小学生 中高生 大学生 一般

B-31 「樹木博士」～樹木で「衣・食・住」の森のめぐみを考えてみよう～ 森林インストラクター会“愛” ○ ○ ○ ○ ○

B-32 森からのプレゼント～腐葉土・飾り炭・シイタケづくり体験～ 公益社団法人日本山岳会東海支部・
猿投の森づくりの会 ○ ○ ○ ○ ○

B-33 木曽川がもたらす生物多様性の恵みに感謝し、水源の森で学び、働く NPO 法人
「みたけ・500 万人の木曽川水トラスト」 ○ ○ ○ ○

B-34 干潟の学校 ～藤前干潟でいろ～んなことしましょ！～ NPO 法人藤前干潟を守る会 ○ ○ ○ ○ ○

B-35 山県市北部でまったり 2020 ～秋・冬～ やまがたフットパス実行委員会 ○ ○ ○ ○ ○

（
生
物
多
様
性
・
気
象
・
自
然
体
験
）

②
自
然
共
生

講座番号 講座名 企画・運営 親子 小学生 中高生 大学生 一般

A-03 愛岐の里山たいけん隊～秋の里山に行こう！～ 「なごや環境大学」実行委員会、名古屋市
愛岐処分場、名古屋市環境学習センター ○ ○

B-02 生物多様性条約 ポスト愛知目標はどうやって決まる !?［前期延期分］ 国際生物多様性の 10 年 (UNDB)
市民ネットワーク ○ ○

B-19 むささびっ子の森くらぶ［前期延期分］ よりあい工房ばんどり ○

B-36　　　乳幼児をもつ親子自然×脳育あそび　ecocorokids 乳幼児自然×脳育あそび　ecocorokids ○

B-37　　　アンディ先生と一緒に遊ぼう！学ぼう！北欧の自然環境教育 森のムッレあいち ○

B-38 おばたの森遊び なごや環境塾　
どんぐりころころグループ ○

B-39 春日井築水の周りの自然と保全 かすがい東部丘陵自然観察会 ○ ○ ○ ○ ○

B-40 むささびっ子の森くらぶ よりあい工房ばんどり ○

B-41 セントレアまるごとウォッチング 2020 ～環境と水際対策を考える～ 環境カウンセラー 岡本明子 ○ ○

B-42 生物多様性条約　ポスト愛知目標はどうやって決まる !? 国連生物多様性の 10 年（UNDB）
市民ネットワーク ○ ○

B-43 りす山遊び「季節を感じる自然体験をしよう！」 特定非営利活動法人えこども ○ ○ ○ ○ ○

B-44 竹の伐り出しから！本格『門松』づくり　～大人の自然工作～ 特定非営利活動法人　東海自然学園 ○ ○ ○ ○

B-45 みて きいて かんじて！自然とあそぼうの会　 NPO みのむしックス ○ ○ ○

B-46 ももなも耕せプロジェクト「いのこしの畑で綿をつくろう！」 特定非営利活動法人 
芸術の広場ももなも ○ ○ ○ ○ ○

B-47 りす山の自然学校　エキサイティングな学び体験をあなたのお子さんに 守山リス研究会 ○ ○ ○ ○ ○

B-48 もりもり自然探検・大発見 かすがい里山自然楽校 ○ ○ ○ ○ ○

B-49 冬眠前のカニにチャレンジ！ 川ナビ歩こう会 ○ ○ ○ ○ ○

B-50 美味しい！楽しい！美しい！魅力いっぱい親子で学ぶ自然の恵み 地球ハグ倶楽部 ○ ○ ○ ○ ○

C-21 なごやの森 de セルフケア＆ナチュラルクラフト prana( プラーナ） ○ ○ ○

C-22 バードウォッチングに挑戦 !! ～蟹江町にやってくるカモを観察♪～ 株式会社 加藤建設　自然環境課 ○

E-14 名古屋の公園で自然散策　～歩いて自然に親しもう！～　 昭和生涯学習センター ○

なごや環境大学実行委員会 主催講座
ʮͳ͝΍ڥ؀େֶʯ࣮ߦҕһձ͕اըɾӡ
Ӧ͢Δ࠲ߨͰ͢ɻ஍نٿ໛ͷςʔϚ͔Βɺ
਎ۙͳ஍Ҭͷ໰୊·ͰֶͿ͜ͱ͕Ͱ͖·
͢ɻ

講座番号　Ａ

共育ゼミナール

市民・市民団体等がテーマを掲げて年間を通
して調査・研究、社会実験などを行います。
活動成果を持ち寄って、「持続可能ななごや」
実現のためにさまざまな提案等をします。

講座番号　Ｚ
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（
３
Ｒ・ご
み
問
題・産
業
廃
棄
物
）

③
資
源
循
環

講座番号 講座名 企画・運営 親子 小学生 中高生 大学生 一般

B-51 みんなハッピー♪あそびは地球を救う！「リサイクルあそびパーク」 わっぱの会 ○ ○ ○

B-21 ～勿体ないを家庭から～編む・織る・染める～手編みの基礎学べます━
［前期延期分］

手編み生涯学習ぐるーぷ＆つながれっ
と・イーブル・リサイクル３R グループ ○ ○ ○ ○ ○

B-52 勿体ないを家庭から～編む・織る・染める～簡単繕い・リメイク 手あみ生涯学習ぐるーぷ ○ ○

E-20 海洋プラスチックって何？～その原因と影響を探る～ 港生涯学習センター ○ ○ ○ ○ ○

・交
通・水
）

（
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

⑤
ま
ち
づ
く
り

講座番号 講座名 企画・運営 親子 小学生 中高生 大学生 一般

E-25 中川区発・名古屋の水環境を探る～今のわたしにできることは？～ 中川生涯学習センター ○

E-26 水環境からみた私たちの暮らし～都市を支える水循環システム～ イーブルなごや（名古屋市女性会館） ○ ○ ○ ○ ○

（
人
材
育
成
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
）

⑦
人
づ
く
り

講座番号 講座名 企画・運営 親子 小学生 中高生 大学生 一般

A-04 SDG ｓオンラインセミナー 2030 年の先をみつめる人々 「なごや環境大学」実行委員会 ○ ○

B-27 SDG ｓで地球を守る あなたも地球エコ防衛隊になろう！
［前期延期分］ 地球エコ防衛隊 ○ ○

B-30 レイチェル・カーソンの想いは今に続く［前期延期分］ レイチェル・カーソン日本協会 東海
フォーラム ○ ○ ○ ○

B-60 社会と土木の「話の泉」  CE 技術の会 ○ ○ ○

B-61 SDGs で地球を守る あなたも地球エコ防衛隊になろう！ 地球エコ防衛隊 ○ ○ ○

B-62 テクノロジーカフェ 公益社団法人日本技術士会中部本部・中
部倫理委員会 ○ ○ ○ ○

多
文
化
共
生

⑥
国
際
協
力
・

講座番号 講座名 企画・運営 親子 小学生 中高生 大学生 一般

B-25 「食×国際交流」！世界の料理で環境を学ぼう♪［前期延期分］ ノートルモンド名古屋 ○ ○ ○ ○ ○

B-58 「食×国際交流」！世界の料理で環境を学ぼう♪ ノートルモンド名古屋 ○ ○ ○ ○ ○

B-59 楽しく学ぶフェアトレード（通常開催 / オンライン開催） 名古屋をフェアトレード・
タウンにしよう会　 ○ ○ ○ ○ ○

（
食・く
ら
し・防
災・安
全
）

④
健
康
安
全

講座番号 講座名 企画・運営 親子 小学生 中高生 大学生 一般

B-22 環境カウンセラーと行く『畜産と環境～肉の向こうに環境を見る～』
［前期延期分］ 環境カウンセラー 岡本明子 ○ ○

B-53　　　地域防災力を向上させる、活かし合う関係性を大曽根でデザインしよう 大曽根まちづくり会議 ○ ○ ○

B-54　　　防災減災まちあるき 名古屋大学防災サークル轍―わだち― ○ ○ ○ ○

B-55 ごきそテクノカフェ 新装 Web 講座・コロナ禍のもとでの SDG ｓ展望 名古屋工業大学　ごきそ技術士会 ○ ○ ○ ○

B-56 親子向け防災体験講座 特定非営利活動法人
レスキューストックヤード ○ ○

B-57 防災・減災　寺子屋　～コロナ禍の災害ボランティア入門～ 災害ボランティアちくさネットワーク ○ ○ ○ ○ ○

C-17 なごやの暮らしとシミズのしごと part6［前期延期分］ 清水建設株式会社 名古屋支店 ○ ○ ○ ○ ○

E-21 食品ロスを減らす方法とは？～未来世代に向けたひと工夫～ 千種生涯学習センター ○ ○ ○ ○ ○

E-22 視程調査体験～ビルの見え方で大気のキレイさをたしかめよう～ 名古屋市環境局大気環境対策課 ○ ○ ○ ○ ○

E-23 水の歴史資料館で学ぶ　安心・安全な名古屋の水道 名古屋市上下水道局　調査課　
水の歴史資料館 ○ ○ ○ ○ ○

E-24 【オンライン開催】新型コロナ報道にみる環境測定技術 名古屋市環境科学調査センター ○ ○ ○

（
生
物
多
様
性・気
象・自
然
体
験
）

②
自
然
共
生

講座番号 講座名 企画・運営 親子 小学生 中高生 大学生 一般

E-15 守山を ぐるっとめぐって 自然散策～晩秋から初冬の移ろいを感じて～ 守山生涯学習センター ○

E-16 【公開講座】里山・有機農業がもたらす生物多様性 瑞穂生涯学習センター ○

E-17 【公開講座】火山噴火と大気環境 中村生涯学習センター ○ ○ ○ ○ ○

E-18 100 年先の未来を考える～企業の環境保全への取り組みを通して～ 熱田生涯学習センター ○

E-19 めざせ !! 水の環復活　～学んでみよう、水のこと～ 名古屋市環境局地域環境対策課
水質地盤係 ○ ○ ○ ○ ○

市民・市民団体が企画・運営する講座
ʮͳ͝΍ڥ؀େֶʯͷझࢍʹࢫಉͨ͠
༷ʑͳࢢຽɾࢢຽஂମ͕اըɾӡӦ͠
·͢ɻ͜Ͳ΋ʹ΋Θ͔Γ΍͍͔͢࠲ߨ
Βɺৄֶ͘͠ͼ͍ͨਓ͖޲ͷ࠲ߨ·Ͱ
͍Ζ͍Ζ͋Γ·͢ɻ� 講座番号　Ｂ

企業・事業者が企画・運営する講座
΍͍͞͠औΓ૊ΈΛͯ͠ʹڥ؀
͍Δۀاɾ͕ऀۀࣄɺࣗࣾͷ؀
ઃࢪಈΛ঺հͨ͠Γɺ׆อશڥ
Γ͠·͢ɻͨ͠ࢪΛֶ࣮ݟ

講座番号　Ｃ

大学等が企画・運営する講座
େֶ౳͕اըɾӡӦ͢Δ࠲ߨ
Ͱ͢ɻ

講座番号　Ｄ

生涯学習センター等で実施する講座

各区生涯学習センターで、各館年間１
講座を計画しています。区の特性に応
じた内容や、全市的な視点から環境を
考える内容など、様々な視点から講座
を開催します。� 講座番号　Ｅ



18

なごや環境大学　活動報告書　2020

持続可能な社会づくり～ SDGs 達成を目指して～
ͳ͝΍ڥ؀େֶͷୈ ଓՄೳͳࣾձͮ͘ΓʹؔΘΔ஌ࣝɾ৘ใɺ஍Ҭͷ৘ใʯͷ࣋ϏδϣϯͷபͷҰͭͰ͋Δʮظ�
ఏڙΛ໨͠ࢦɺࢢຽʗࢢຽஂମɺۀاɺڭҭؔػɺߦ੓ͳͲଟ༷ͳओମͱڠಇͯ͠ɺ࠲ߨ΍ΠϕϯτΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ
4%(T ୡ੒Λҙࣝͯ͠औΓ૊Μͩ 2020೥౓ͷڥ؀େֶͷ࠲ߨ΍ۀࣄΛϐοΫΞοϓͯ͠͝঺հ͠·͢ɻ

主催講座・主催事業

環境白書から実践へ 2020 ～ SDGs17 の目標 その先へ！～

ୈ 1෦͸ڥ؀നॻΛݩʹɺੈքɾ೔ຊͷݱঢ়ͱτϐοΫΛֶͼɺୈ 2෦͸ 4%(T ΁ͷऔΓ
૊Έํʹ͍ͭͯ࿩୊ఏڙΛ͠ͳ͕ΒɺΞϑλʔίϩφ΋౿·͑ͨαεςΟφϒϧࣾձΛ࿩͠
ͱͰɺ4%(Tͨ͜͠ࢪΛ࣮࠲ߨ͏߹ ͷୡ੒Λࣗ෼͝ͱͱͯ͠ͱΒ͑ɺߦಈɾ࣮ફ͍ͯͨ͘͠ΊͷػձͷఏڙͱͳΓ·ͨ͠ɻ

2020 年 7 月 10 日（金）250 名参加
【会場】愛知学院大学　名城公園キャンパス / オンライン（ハイブリッド）
【講師】中島恵理氏（環境省大臣官房環境計画課計画官）
【ゲストスピーカー】藤井勉氏（愛知学院大学地域連携センター助教）、横地利彦氏（熱田神宮権禰宜）
●共催：環境省中部地方環境事務所、愛知学院大学名城公園キャンパス地域連携センター

SDGs オンラインセミナー 2030 年の先をみつめる人々

ຊ࠲ߨͰ͸ɺʮ৿ྛάϥϯυαΠΫϧʢୈ 1ճʣʯʹ࢝·ΓɺʮΤωϧΪʔస׵ʢୈ 2ճʣʯɺʮϑΣΞτϨʔυʢୈ 3ճʣʯɺʮࢠͲ
΋ͱ৯ʢୈ �ճʣʯɺʮ࣋ଓՄೳͳಇ͖ํ΍฻Β͠ʢୈ 5ճʣʯɺʮީؾมಈʢୈ �ճʣʯɺʮւͷ๛͔͞ʢୈ 7ճʣʯɺʮ཮ͷ๛͔͞ʢୈ
8ճʣʯɺʮ௿୸ૉ΍·ͪͮ͘Γʢୈ �ճʣʯɺʮڠಇʢୈ 10ճʣʯͱɺؔΘΓ͕ਂ͍ 4%(T ͷ໨ඪʹͳͧΒ͑ͯɺࣗ਎ͷଟ༷ͳ׆
ಈΛ঺հ͢Δ࠲ߨΛ͍ߦɺͳ͝΍ڥ؀େֶ͕࣮ફ͢Δ 4%(T Λࣔ͠·ͨ͠ɻ

2020 年 10 月 23 日～ 2021 年 2 月 19 日（全 10 回）　668 名参加
【会場】オンライン
【講師】河崎泰了氏（株式会社竹中工務店木造・木質建築推進本部営業・プロモーショングルー

プ副部長）、杉山範子氏（名古屋大学大学院環境学研究科特任准教授）、加古麻理江氏（フェ
アビーンズなごや地球ひろば店）、根岸恵子氏（NPO 法人こども NPO 事務局）、松本イ
ズミ氏（NPO フィトラボ代表）、多森成子氏（気象予報士）、亀井浩次氏（NPO 法人藤前
干潟を守る会理事長）、長谷川明子氏（ビオトープ・ネットワーク中部会長）、肆矢直司氏（東
邦ガス株式会社 CSR 環境部長）、岸田眞代氏（岸田パートナーシップ研究所代表）

SDGs に向けての協働型のしくみづくり
自治体ミーティング 2020

ίϩφՒͷதɺ4%(T ΛਤΔͱͱ΋ʹɺ֤஍ҬͰ׵ަݟΛͲ͏ӡ༻͢Δ͔ʹ͍ͭͯҙࡦࢪ 4%(T ૊Έͮ͘Γ࢓ͷܕಇڠ͚ͨ޲ʹ
΁ͷػܖɾڠಇͷྠͷ͕޿ΓΛ໨͜͢ࢦͱΛ໨తʹ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻઌਐྫࣄ΍ಛ௃తͳऔΓ૊ΈΛ͞Ε͍ͯΔ࣏ࣗମͷྫࣄΛฉ
͘͜ͱͰɺଟ͘ͷ࣏ࣗମ͕͍ͯ͡ײΔʮԿΛͲ͏͢Δ͜ͱ͕ 4%(T ͷਪਐʹͭͳ͕Δͷ͔ʯͱ͍͏ڞ௨ͷ೰Έʹର͢Δղܾͷࢳ
Γ·ͨ͠ɻ͕ܨʹܞମؒͷ࿈࣏Δ৔ͱͳΓɺࣗ͢ڙΛ୳ΔώϯτΛఏޱ

2021 年 1 月 29 日（金）　20 自治体 35 名参加
【会場】名古屋市環境学習センター / オンライン（ハイブリッド）
【コーディネーター】千頭 聡氏（なごや環境大学アドバイザリーボード、日本福祉大学教授、

藤前干潟協議会 会長）
【司会進行】松本イズミ氏（なごや環境大学アドバイザリーボード、NPO フィトラボ代表）
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೥̎ظͷاըऀʹ͚ͨ޲આ໌ձ͸ΦϯϥΠϯ্
Ͱ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻίϩφՒͰͷ೰Έ΍ରࡦɺͰ
͖Δ͜ͱΛ໛͢ࡧΔͨΊͷҙ׵ަݟձΛ࣮͠ࢪ
·ͨ͠ɻ

講座企画者説明会・情報交流
΢Σϒ্Ͱͷڞҭ࠲ߨͷ࣮ࢪͷεΩ
ϧΛֶͿʮ͸͡ΊͯͷΦϯϥΠϯڞ
ҭ࠲ߨʯΛॳڃɾதڃͱ̎ճʹ෼͚
΍ը໘࡞ͷૢثػɻͨ͠·͠ࢪ࣮ͯ
ઃఆͳͲɺΦϯϥΠϯͰ΋഑৴͕Ͱ
͖ΔεΩϧΛֶͼ·ͨ͠ɻ

スキルアップ講座

池上先生と学ぶ SDGs の現
い

在
ま

in なごや

昭和区の魅力アップを考えよう

ੜ΍େֶੜΛର৅ʹɺδϟʔφϦετͷ஑্জ͞ΜʢѪ஌ֶӃେֶಛߍߴ
೚ڭतʣͱɺ̏෦ߏ੒Ͱ 4%(T ͷجຊ΍Ѫ஌ݝ಺ͷ࣏ࣗମɾۀاɾஂମͷ
4%(T ʹର͢ΔऔΓ૊Έͷݱঢ়Λ঺հ͠·ͨ͠ɻ

େֶੜɾߍߴੜ͕ओମͱͳΓʮॅΈଓ͚͍ͨত࿨۠ʯΛۀࣄͯ͑ߟԽ΁ͭͳ͛ͯ
͍͘ϓϩδΣΫτΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻྩ࿨ 2೥౓͸ɺ۠಺ͷେ͖ͳެԂΛ׆༻ͨ͠
۠ͷັྗ্޲Λ͑ߟ·ͨ͠ɻެԂͷϑΟʔϧυֶݟ΍ϫʔΫγϣοϓΛ௨ͯ͠Ξ
ΠσΞΛग़͠߹͍ྩ࿨ 3೥౓΁ͷ࣮ࢪҊΛ࡞Γ·ͨ͠ɻ·ͨീڵࣄਖ਼ެࣉԂͰ͸
ྩ࿨ 3೥౓ͷΠϕϯτ࣮ࢪʹઌཱͪɺֶੜࣗΒ͕ओମͱͳͬͯؒെۀ࡞Λ͍ߦ·
ͨ͠ɻ

2021 年 3 月 14 日（日）455 名参加
【会場】愛知学院大学　名城公園キャンパス / オンライン（ハイブリッド）
【登壇者】（第 1 部）愛知学院大学 2 名、愛知高等学校 2 名、なごや環境大学ユー

スクラブ（名城大学）1 名　（第 2 部）愛知県政策企画局、名古屋市 環境局、
東邦ガス株式会社 CSR 環境部、ブラザー工業株式会社 CSR& コミュニケー
ション部、なごや環境大学アドバイザリーボード

●共催：愛知学院大学

2020 年 9 月～ 2021 年 3 月  延べ 135 名
【講師】長谷川明子氏（ビオトープ・ネットワーク中部会長）、蓚田陽作氏（環境省自

然公園指導員）
●共催：昭和区役所
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森林プロジェクト

森イキ！デザインニング
プロジェクト成果発表会 森林スキルアップ講座

名古屋の森の映
ば

えスポット探し！
＆グリーンフォレスターと語ろう

201� ೥౓ઃָொਆాͰͷ׆ಈʹࢀՃͨ͠օ͞Μ͕·ͱΊͨ
̑ͭͷσβΠϯ౳ͷ੒Ռൃදձͱਆాͷ৿ͼΒ͖Λ։࠵ɻͳ
͝΍αςϥΠτϓϩάϥϜͰ͸ɺਆాͷ໦Λͨͬ࢖ΦϦδφ
ϧ໦ͮ͘ۏΓΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

৿ྛ੔උͷͨΊͷϑΝʔετεςοϓͱͯ͠ɺ�ΈͲΓͱ͖ͭ
͋͏ͨΊͷૅج஌ࣝ�ɾ�؅ཧٕज़౳Λ਎ʹ͚ͭΔ࠲ߨΛ։࠵ɻ

େֶੜ΍एखࣾձਓͨͪͱࢢ಺ʹ఺͢ࡏΔ৿Λ๚Εɺັྗ΍๊͑Δ໰୊
Λ஌Γɺө૾࡞੒౳Λ௨ͯ͡ղܾࡦΛ͑ߟ·ͨ͠ɻ·ͨ৿ͮ͘Γ΍׆ಈ
ʹ͍͔ͨ͢ΊɺΦϯϥΠϯͰεΠεͰ৿ͮ͘Γͷ׆ಈΛ͍ͯ͠Δࢣߨͱ
ͭͳ͗ʮۙࣗવ৿ͮ͘ΓʯΛֶͿηϛφʔΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻ

2020 年 10 月 17 日（土）サテライトプログラム 34 名参加
10 月 31 日（土）成果発表会

2020 年 11 月 24 日（火） 47 名参加
2021 年 3 月 3 日（水）
●共催：岐阜県立森林文化アカデミー、岩間造園株式会社

2021 年 3 月 17 日（水）なごや西の森（戸田川緑地）、熱田神宮 72 名参加
20 日（土）平針の里山、才井戸流
24 日（水）動画づくりとオンラインセミナー

森林整備体験

ɻͨ͠·͠ࢪΛ࣮࠲ߨΔ͢ݧମʹࡍಈΛ࣮׆อશͱ৿ྛ੔උ౳ͷݯͰɺਫ࠵ڞຽஂମͱͷࢢͰԑͷ͋Δ࠲ߨҭڞ

2021 年 3 月 9 日（火）  10 名参加
●共催：公益社団法人日本山岳会東海支部・猿投

の森づくりの会
2021 年 3 月 13 日（土）
●共催：ＮＰＯ法人「みたけ・500 万人の木曽川

水トラスト」
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SDGs 未来創造クラブ

まちづくりプロジェクト

ʮ·ͪͮ͘ΓϓϩδΣΫτʯͰ͸ɺۋೋஸ໨஍۠ΛϞσϧΤϦΞʹ஍Ҭͷ՝୊ղܾΛ໨
Ճͯ͠ɺ4%(Tࢀɺ஍Ҭஂମ౳ͷଟ༷ͳओମ͕ऀۀࣄɺͯ͠ࢦ ͷࢹ఺ΛऔΓೖΕͨ·ͪ
ͮ͘ΓʹऔΓ૊Έ·ͨ͠ɻऀۀࣄɺ஍Ҭஂମ౳ͷଟ༷ͳओମ͕ࢀՃ͠ɺ஍Ҭͷ՝୊΍֤
ࣗͷऔΓ૊ΈΛڞ༗͢Δ 2ճͷϫʔΫγϣοϓΛͯܦɺςʔϚ͝ͱʹ 5ͭͷάϧʔϓ
ʹ෼͔Εɺ໿൒೥ʹΘͨͬͯɺ4%(T ͷୡ੒ʹͭͳ͕Δۀࣄల։Λݕ౼͠·ͨ͠ɻ
11݄ʹ͸ɺॅຽɾऀۀࣄ౳ʹ 4%(T ୡ੒ʹ͚ͨ޲৽͍͠฻Β͠΍·ͪΛͯ͡ײ΋Β͏
͖͔͚ͬͱͳΔ͜ͱΛ໨ͨ͠ࢦʮΈͪʹΘ 4%(T ϚϧγΣʯΛۋೋஸ໨಺ͷಓ࿏ۭؒ
Λ׆༻ͯ͠։͠࠵ɺҰ෦ͷάϧʔϓ͔Β͸ෳ਺ͷۀاͷڠಇʹΑΔग़ల΋͍ߦ·ͨ͠ɻ

2020 年 8 月 19 日（水）～ 2021 年 1 月 20 日
【参加】SDGs まちづくりプロジェクトワークショップ 193 名、SDGs セミナー 109 名、

みちにわ SDGs マルシェ 700 名
【会場】錦二丁目内施設（コットンビル、常瑞寺、IMOM スペース、エコパルなごや等）、道路（長

島町通）、オンライン
【プロジェクトリーダー】千頭聡氏（なごや環境大学アドバイザリーボード、日本福祉大学

教授、藤前干潟協議会 会長）
【プロジェクトメンバー】堀田勝彦氏（錦二丁目まちづくり協議会 会長）
【ファシリテーター】名畑恵氏（錦二丁目エリアマネジメント株式会社）

2020 年 12 月 16 日　ウェブサイト SDGs 街（マーチ）開設
2020 年 12 月 26 日～ 2021 年 1 月 31 日　名古屋市図書館特設展示 1,020

名参加
【プロジェクトリーダー】大鹿聖公氏（愛知教育大学 教授）
【プロジェクトメンバー】藤井昌也氏（名古屋市教育委員会 教育次長）

人づくりプロジェクト

ʮਓͮ͘ΓϓϩδΣΫτʯͰ͸ɺখֶੜ͚޲ʹ 4%(T Λֶ΂Δ΢ΣϒαΠτ
΍πʔϧΛ੍ͯ͠࡞ 4%(T ୡ੒΁ͷҙࣝΛҭΈɺ࣋ଓՄೳͳ·ͪͮ͘ΓΛ
୲͏ਓͮ͘ΓʹऔΓ૊Έ·ͨ͠ɻ12݄ʹ։ઃͨ͠ɺ΢ΣϒαΠτʮͳ͝΍
4%(T ֗ʢϚʔνʣʯͰ͸ɺ·ͪͮ͘ΓήʔϜ΍ɺۀاɾࢪઃ౳ͷऔΓ૊Έ
ΛಈըͰ঺հ͢Δʮ4%(T νϡʔϒʯɺ4%(T ͷऔΓ૊Έ΍ΞΠσΞΛ౤ߘ
Ͱ͖Δʮ4%(T ΈΜͳͷΞΠσΞʯͳͲͷίϯςϯπʹΑΓɺָ͠Έͳ͕
Β 4%(T ʹֶ͍ͭͯ΂·͢ɻ·ͨɺύωϧɾϫʔΫγʔτͳͲʹΑΓ֤ࢪ
ઃͷऔΓ૊ΈΛֶͿʮ4%(T ϑΟʔϧυʯΛ࣮͢ࢪΔͱͱ΋ʹɺখֶੜͷ
ౙٳΈͷ೔ࢽʮౙͷੜ׆ʯͱ࿈ࢢ͠ܞ಺ 21ਤॻؗʹ͓͍ͯ 4%(T ಛઃల
ࣔΛ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻͦ ͷ΄͔ɺ4%(Tʹֶ͍ͭͯ΂Δʮ4%(T͔Δͨʯɾʮ4%(T
͢͝Ζ͘ʯͳͲΛ੍࡞ɾల։͠·ͨ͠ɻ

ΈͪʹΘ 4%(T ϚϧγΣ

ϫʔΩϯάάϧʔϓͷ༷ࢠ

΢ΣϒαΠτʮͳ͝΍ 4%(T ֗ʢϚʔνʣʯ

4%(T ͔Δͨɾ͢͝Ζ͘
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શମ૯ׅç2020೥౓ͷ૯ׅ

ʲॏ఺औΓ૊Έ߲ࣄʳ
̍ɹʮ࣋ଓՄೳなࣾձͮくΓʹؔΘΔ஌ࣝɾ৘
ใɺ஍Ҭͷ৘ใʯΛఏ͠ڙ·͢ɻ

ɾओ࠲ߨ࠵ɾओۀࣄ࠵ͷاըɾ࣮ࢪʢओࣄ࠵
େֶ4%(Tηϛφʔ2030ڥɿʮな͝΍؀ۀ
೥ͷઌΛͭݟΊΔਓʑʯɻʮੜ෺ଟ༷ੑとαϒ
Χϧνϟʔͷੈքʯɻʮ4%(Tʹ͚޲てͷڠಇ
ମϛʔςΟϯ࣏ͷ͘͠Έͮ͘Γʹؔ͢Δࣗܕ
άʯɻۀࣄ࠵ڞɿʮڥ؀നॻから࣮ફ΁2020
ʙ4%(T��ͷ໨ඪͦͷઌ΁ʙʯڥ؀লɺѪ஌
ֶӃେֶと࠵ڞɻʮ஑্ઌੜとֶͿ4%(Tͷ
ࡏݱ JOな͝΍ʯѪ஌ֶӃେֶと࠵ڞɻʣ

̎ɹਓࡐɾ૊৫ͷσʔλϕʔεɺ૒ํ޲ίϛϡ
χέʔγϣϯΛՄೳʹ͢Δ৘ใഔମΛ׆༻
͠ɺଟ༷なओମ͕৘ใݯࢿ౳Λ࣋ちدΓɺҙ
Λग़͠߹͏৔ΛͭくΓ·͢ɻݟ

ɾϦιʔεϚονϯάΛ໨తと͠てߏங͠たʮڞ
ҭ࠲ߨɾڞҭθϛφʔϧஂମͷσʔλϕʔεlΤ
ίύʔτφʔζ�σʔλϕʔε zʯΛެ։͠たɻ

ɾ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ༧๷ରࡦと͠てɺڞ
ҭا࠲ߨըऀとΦϯϥΠϯҙ׵ަݟΛߦいɺ
ཁ๬ͷ͋ったʮ͸͡ΊてͷΦϯϥΠϯڞҭߨ
ɺΦϯϥΠϯԽରԠͷたΊͷε͠ࢪʯΛ࣮࠲
ΩϧΞοϓΛਤったɻ

̏ɹڠಇʹよΔࣾձ࣮ݧなどɺଟ༷なओମʹߦ
ಈ͢Δػձ΍৔Λఏ͠ڙ·͢ɻ

ɾ4%(Tະདྷ૑଄Ϋϥϒ·ちͮ͘ΓϓϩδΣΫ
τʹ͓いてɺۋೋஸ໨ΛϞσϧΤϦΞʹࣄ
Ճ͠てࢀɺ஍Ҭஂମ౳ͷଟ༷なओମ͕ऀۀ
4%(Tୡ੒ʹ͚޲たऔ૊Λݕ౼͢ΔϫʔΫγ
ϣοϓ΍஍Ҭͷ·ちͮ͘Γஂମ౳とͷ࿈ܞʹ
ΑΔۋೋஸ໨಺ͷಓ࿏ۭؒΛ׆༻͠たʮ4%(T
ΈちʹΘϚϧγΣʯͷ։࠵Λ௨͡てۋೋஸ໨
Ͱ4%(Tʹͭな͕Δࣾձ࣮ݧʹऔΓ૊Μͩɻ

̐ɹ࣋ଓՄೳな౎ࢢΛ୲͏ʮੈ࣍୅ҭ੒ʯͷた
ΊʹɺϢʔεΛର৅ʹ͠たۀࣄͷॆ࣮ΛਤΓ
·͢ɻ

ɾѪ஌ֶӃେֶʹて࿈ڠܞఆʹ͖ͮجɺʮڥ؀と
๏ʯΛ։͠ߨたɻ·たɺֶ ੜΛର৅と͠たʮ஑
্ઌੜとֶͿ4%(Tͷࡏݱ JOな͝΍ʯΛ։࠵
͠ɺ։࠵ঢ়گΛΦϯϥΠϯͰಉ࣌഑৴͠たɻ

ɾएऀͷࢹ఺Λ·ちͮ͘Γʹ׆か͢ػձと͠てɺ
ত࿨۠໾ॴと࿈͠ܞʮত࿨۠·ちͮ͘Γϓϩ
δΣΫτʯΛ։͠࠵たɻ

ɾΠϯελάϥϜΛར༻͠たʮ�ϓϥかΜʯ΍ɺ
えɺߟΔ৿๊͕えΔ໰୊ʹͭいて͢ࡏ಺ʹ఺ࢢ
ө૾Λ࡞੒̨̨̣͠഑৴͢Δʮ໊ݹ԰ͷ৿ͷ
өえεϙοτ୳͠ʂʯΛ࣮͠ࢪɺϢʔε͕ࢀ
Ճ͠΍͢いۀࣄͷॆ࣮Λਤったɻ

ɾΨΠυϒοΫΛΑΓଟ͘ͷएऀʹ΋खʹとっ
て΋らえΔΑ͏ɺֶੜ΍एखσβΠφʔΛର
৅ʹදࢴσβΠϯίϯϖςΟγϣϯΛ࣮͠ࢪ
ていΔɻ

̑ɹ໨ඪୡ੒ͷたΊͷఆྔతʢఆੑతʣなධՁ
ඪとධՁํ๏Λಋೖ͠·͢ɻࢦ

ɾな͝΍ڥ؀େֶͷධՁࢦඪɺධՁํ๏ɺୡ੒
໨ඪ͸Ҿ͖ଓ͖ٞ࿦͕ඞཁͰ͋Δɻ

̒ɹな͝΍ڥ؀େֶ͕よΓൃల͢ΔたΊʹɺ֎
෦ۚࢿಋೖ΋ਤΓɺ৽たなۀࣄల։ΛΊ͟͠
·͢ɻ

ɾ໊ݹ԰͕ࢢ಺ֳ෎からʮ4%(Tະདྷ౎ࢢʯʹ
બఆ͞Εた͜とからɺ৽たʹઃஔ͠たʮ4%(T
ະདྷ૑଄Ϋϥϒʯʹ͓いてɺ4%(TΛల։͢
Δ׆ಈʹऔΓ૊ΜͰいΔɻ

̓ɹな͝΍ڥ؀େֶͷϒϥϯσΟϯάΛਤΓ·
͢ɻ

ɾϒϥϯσΟϯάͷたΊͷΞΫγϣϯʹͭいて
͸ɺ݁࿦ʹ͸ࢸっていない͕ɺ۩ମతなऔΓ
૊Έと͠てɺஶ໊ਓʹΑΔ࠲ߨͷ։ઃ΍ɺʮな
͝΍ڥ؀େֶڞҭθϛφʔϧௐࠪɾڀݚใࠂ
ॻʯͷ֤ਤॻؗ΁ͷ഑ՍΛߦいɺな͝΍ڥ؀
େֶͷ஌໊౓্޲ʹ౒Ίたɻ

ʲ2020೥౓׆�ಈํ਑ʳ
Λల։͠·͢ɻۀࣄΓग़͢よ͏な࡞ձΛػ૑ʹͭな͕Δڞͷ޲ࢤΛଊえɺະདྷྲྀ࣌˔
˔な͝΍ڥ؀େֶͷ͜Ε·Ͱͷଟ༷なͭな͕ΓΛ׆かͭͭ͠ɺ2030೥ͷ4%(Tୡ੒ʹݙߩͰ͖Δよ͏ʹٻ৺ྗΛߴΊͯいくख๏Λݕ౼ɺ
ɻ͢·͠ࢪ࣮
˔৽ܕίϩφ΢ΠϧεʹよΓɺࣾձ׆ಈ͕ఀ଺͢ΔதͰɺײછ֦େ๷ࢭ౳ͷมԽʹରԠ͠な͕らɺੵۃతʹ׆ಈ͢Δஂମ΍׆ಈΛࢧԉ͢
Δମ੍ͮくΓΛߦい·͢ɻ
˔202�೥ʹதؒ೥ΛܴえΔୈ4ظϏδϣϯͷୡ੒౓とޙࠓͷํੑ޲ʹͭいͯ֬ೝɺݕ౼͢Δɻ

ç2020೥౓ͷ૯ׅࠂըνʔϜใا

ʲॏ఺औΓ૊Έ߲ࣄʳ
̍ɹ4%(TʹԊいɺࣄ࣌ʹଈ͠たςʔϚͰͷ
͏ߦըΛاۀࣄ࠵ಈɾओ׆໤ܒ

ɾʮੜ෺ଟ༷ੑとαϒΧϧνϟʔͷੈքʯΛΦϯ
ϥΠϯͰ։࠵ɻޒՕެҰࢯΛࢣߨʹܴえɺੜ
෺ଟ༷ੑとい͏؍఺から4'などͷαϒΧϧ
νϟʔΛとΓ͋͛ɺੜ෺とͷڞଘͷେ੾͞Λ
ಡΈղいて4%(T΁とͭな͛てい͘ηϛφ
ʔΛ࣮͠ࢪɺ෯޿い૚とڞʹੜ෺ଟ༷ੑと
4%(Tୡ੒ʹͭいてߟえたɻ

ɾʮ4%(TΦϯϥΠϯηϛφʔ�2030೥ͷઌΛΈ
ͭΊΔਓʑʯΛ։࠵ʢશ�0ճʣɻ2030೥໨
ඪͷ4%(Tͷ͞らʹઌΛͭݟΊな͕ら׆ಈΛ
ଓ͚ΔํΛࢣߨʹܴえɺؔΘΓ͕ਂい4%(T
ͷ໨ඪʹなͧらえてɺଟ༷な׆ಈΛ঺հ͢Δ
େֶڥΔ͜とʹΑΓɺな͝΍؀͢ࢪΛ࣮࠲ߨ
͕࣮ફ͢Δ4%(TΛࣔ͢͜と͕Ͱ͖たɻ

ɾѪ஌ֶӃେֶとͷ࠵ڞͰʮ஑্ઌੜとֶͿ
4%(T ͷࡏݱ JO な͝΍ʯΛ։࠵ɻ4%(T ʹ
ͭいてؔ৺͸͋Δ΋ͷͷɺԿかΑ͘Θからな
いとい͏ɺಛʹ࣍ͷ࣌୅Λ୲͏एいੈ୅ͷ
ʮ4%(Tೖ໳ر๬ऀʯʹɺΘかΓ΍͘͢4%(T
ͷجຊ΍஍Ҭʹ͓͚Δ4%(T׆ಈͷݱঢ়と͜
ΕからΛ఻えたɻ

̎ɹ4%(Tୡ੒ͷओ໾Λ୲͏एऀ΍ࢠど΋た
ち΁ಇ͖か͚Δ͠か͚Λ࡞っͯいく

ɾେֶੜΛத৺ʹ4/4اըʢ�ϓϥかΜʣΛ࣮
ɻίϩφՒͷ฻ら͠ͰϓϥενοΫधཁ͕ࢪ
ΔҰํɺ֎ग़ࣗॗ͕ଓ͘தͰ΋Ͱ͖Δ؀·ߴ

ըɻاಈΛ׆ಈと͠てɺ୤ɾϓϥενοΫ׆ڥ
ࣗ෼͕�೔ʹग़͠たϓϥενοΫ͝ΈΛɺࣸ
ਅΛࡱΔ͜とͰೝࣝ͠ɺ͞らʹɺը૾౤ߘα
ʔϏεʮΠϯελάϥϜʯʹ౤͢ߘΔ͜とͰɺ
Ճ͢ࢀΓʹҰਓͻとΓ͕ͮ͘ڥଓՄೳな؀࣋
Δ͜とʹ͕ܨったɻ

ɾত࿨۠໾ॴと࿈͠ܞɺߍߴੜからେֶੜΛத
৺と͢Δੈ࣍୅Λ୲͏एऀとڠಇͰɺত࿨۠
ʹ͋ΔެԂΛϑΟʔϧυʹɺެԂͷՄೳੑɺ
XJUI ίϩφ࣌୅ʹ͋ったར׆༻ํ๏ͷاըɺ
ൃදΛߦいɺ࣍೥౓ʹاըΛ࣮͢ݱΔ͜とʹ
Λஙいたɻૅجてͷ͚޲

ɾѪ஌ֶӃେֶとͷ࿈ڠܞఆʹ࠲ߨͮ͘جʮ؀
ɺຽͦΕ׭ɺ࢈ɻʢશ�5ճʣ࠵と๏ʯΛ։ڥ
ͧΕͷηΫλʔからઐ໳ՈΛࢣߨと͠ɺڥ؀
໰୊ͷݱঢ়΍࣋ଓՄೳなࣾձΛ࣮͢ݱΔたΊ
ͷ๏੍౓と࣮࣭తなऔΓ૊Έʹͭいてͷٛߨ
Λ࣮͢ࢪΔ͜とͰɺֶੜ͕ཧ࿦とݧܦͷ྆ଆ
໘からֶͿ͜と͕Ͱ͖たɻ

ɾѪ஌॔ಙେֶ$$$։ઃՊ໨ʮاըཱҊͷૅجʯ
ͷतࢀʹۀըɻʢ3೥໨ʣࠓ೥౓͸ʰ4%(Tୡ
੒ͷたΊʹ஍Ҭ՝୊Λղܾ͢ΔاըʱΛ՝୊
と͠ɺ5ͭͷςʔϚʢᶃ໊ݹ԰ΛϦαΠΫϧ
ઌਐ౎ࢢʹᶄ໊ݹ԰ͷւͷ๛か͞ΛकΖ͏ᶅ
らͦ͏ᶆଟจԽɾଟݮ԰から৯඼ϩεΛݹ໊
ੈ୅͕ڞੜͰ͖Δ·ちͮ͘Γᶇ4%(TΛ⹋͢
ΔたΊͷऔ૊Έʣから�ͭΛબ୒͠ɺاըཱ
ҊΛٻΊΔ͜とͰɺେֶੜͷॊೈかͭັྗత
なఏҊ͕な͞Εたɻ
̏ɹ4%(Tͷୡ੒ʹ͚ͯ޲ɺଞ࣏ࣗମ΍ɺۀاɺ

Խ͠ɺ૬৐ޮՌΛੜڧΛܞຽஂମ౳とͷ࿈ࢢ
Έग़͢

ɾʮڥ؀നॻから࣮ફ΁2020ʯʢڥ؀লத෦஍
຿ॴɺѪ஌ֶӃେֶ໊৓ެԂΩϟϯࣄڥ؀ํ
ύε஍Ҭ࿈ܞηϯλʔと࠵ڞʣΛΦϯϥΠϯ
Ͱ࣮ࢪɻୈ�෦͸ڥ؀നॻΛ΋とʹ೔ຊ΍ੈ
քͷݱঢ়とτϐοΫΛڥ؀ল৬һΑΓղઆい
たͩいたɻୈ2෦Ͱ͸ɺ4%(T΁ͷऔΓ૊Έ
ํʹͭいて࿩୊Λఏ͠ڙな͕らɺΞϑλʔί
ϩφ΋౿·えたαεςΟφϒϧࣾձΛ࿩͠߹
いɺ4%(Tͷୡ੒Λࣗ෼ࣄと͠てଊえɺߦಈɾ
࣮ફ͠てい͘たΊͷػձΛఏ͢ڙΔ͜と͕Ͱ
͖たɻ

ɾʮ4%(Tʹ͚޲てͷڠಇܕͷ͘͠Έͮ͘Γ�ࣗ
ମ࣏ɻ20ࣗ࠵ମϛʔςΟϯά2020ʯΛ։࣏
ࡦࢪՃ͠ɺίϩφՒͷதɺ4%(Tࢀ35໊͕
Λど͏ӡ༻͢Δかʹͭいてҙ׵ަݟΛߦったɻ
ମؒͷωο࣏ΑΓɺࣗʹ׵ަݟද΍ҙൃྫࣄ
τϫʔΫͮ͘ΓΛڧΊɺ࣍೥౓Ҏ߱ͷ࣏ࣗମ
ؒ࿈ܞͷ෍ੴと͢Δ͜と͕Ͱ͖たɻ

̐ɹʮな͝΍ڥ؀ϋϯυϒοΫʯͷվఆと৽た
なར׆༻ͷଅਐΛ௨ͯ͠ɺࢢຽʹ͚ͯ͠޲っ
かΓと͠た৘ใͷఏڙΛਤΔ

ɾな͝΍ڥ؀େֶͷςΩετと͠て࠲ߨͰͷ࢖
༻͸΋ちΖΜɺൢച΋ࢹ໺ʹいΕɺ4%(TΛ
ҙࣝ͠たಡΈ΍͢いࢽࡶ෩΁ͷվఆۀ࡞Λਐ
தɻߦ

ʲ2020೥౓׆�ಈํ਑ʳ
ʻҎԼɺ͢΂ͯͷํ਑ɺۀࣄʹ͓いͯ4%(TΛ೦಄ʹஔくʼ
˔4%(TΛ߹ݴ༿ʹɺϥΠϑελΠϧ΍ϫʔΫελΠϧɺ·ちͮくΓなど࣮ੜ׆ʹ͓いͯະདྷ޲ࢤΛҭΈɺ͋Γたい࢟ɾࣾձΛͻとΓͻ
とΓ͕૑଄͢ΔػձΛ૑Γ·͢
˔5IJOL�HMPCBMMZ
BDU�MPDBMMZͷࢹ఺Ͱ༷ʑなओମͷϋϒとなΓɺ4ʹڞ%(Tͷୡ੒ʹ͢ݙߩΔػձΛ૑Γ·͢
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ʲॏ఺औΓ૊Έ߲ࣄʳ
̍ɹ҆৺ɾ҆શなڞҭ࠲ߨɾڞҭθϛφʔϧͷ
ӡӦ

ɾ࠲ߨ౳ͷ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ༧๷ରࡦʹ
ͭいて͸ɺରԠࡦΛ·とΊたจॻΛൃ৴͠ɺ
ফಟӷ΍ݕԹܭ౳ෆ଍ͷࡍʹି͠ग़ͤΔମ੍
Λ੔えたɻ

ɾ։͕࠵Ԇظとなったલظ෼͸ɺظޙͷΨΠυ
ϒοΫと΢ΣϒαΠτʹࡌܝɻ

ɾϦΞϧ։࠵Ͱ͖ないࡍͷΦϯϥΠϯԽରԠͷ
たΊεΩϧΞοϓ࠲ߨʮ͸͡ΊてͷΦϯϥΠ
ϯڞҭ࠲ߨʯΛ࣮͠ࢪたɻ

̎ɹڞҭا࠲ߨըऀ΍डऀߨ౳とͷҙ׵ަݟձ
ͷ࣮ࢪ

ɾίϩφՒͰͷڞҭ࠲ߨͷΦϯϥΠϯ࣮ࢪʹͭ
いてɺΦϯϥΠϯ্Ͱʮஂମ༗ࢤͰͷҙަݟ

ݟɻ͜ͷと͖ͷཁ๬΍ҙࢪձʯʢ6�6ʣΛ࣮׵
Λ൓ө͠ɺશاըऀ͕ू·Δ2020೥ڞظޙ
ҭا࠲ߨըऀ͚޲આ໌ձ࣌ʹɺ৘ใަ׵ձʮ৽
ͭʹͷՄೳੑ࠲ߨίϩφՒͰͷΦϯϥΠϯܕ
いてʯΛ࣮͠ࢪたɻ·た202�೥લظͷઆ໌
ձ࣌ʹ͸ɺʮίϩφՒͰͷ࠲ߨӡӦʹͭいてʯ
༗͠たɻڞ෉౳৘ใΛऩूɺ޻ͷࡍ࣮

ɾڞҭθϛφʔϧʹͭいて͸ɺਓΛूΊてͷൃ
දͷػձͷ୅ΘΓと͠てɺௐࠪɾ׆ಈใूࠂ
Λ࡞੒͠ɺ໊ݹ԰ࢢ಺֤۠ͷਤॻؗʹدଃ͠
たɻ

̏ɹ΢ΣϒαΠτͷϦχϡʔΞϧ
ɾ΢ΣϒαΠτʹͭいて͸ɺ࣍೥౓ͷϑϧϦχ
ϡʔΞϧΛݟਾえɺϓϩδΣΫτࣜܗͰ४උ
ձΛ࣮ࢪɻ໨తʹԠ͡ΑΓଟ͘ͷར༻ऀ͕࢖
い΍͢いߏ੒ʹͭいてҙݟग़͠Λ͠たɻ

ɾ4%(Tͷ໨ඪผ΍ڥ؀෼໺౳໨తผʹࡧݕͰ

͖ΔاըஂମͷσʔλϕʔεʮΤίύʔτφ
ʔζσʔλϕʔεʯΛެ։͠たɻ

̐ɹద࣌ɺద੾Ͱັྗతな৘ใൃ৴
ɾʮ�ϓϥかΜʯʮΤίύʔτφʔζσʔλϕʔ
εʯʮ4%(T֗ʢϚʔνʣʯʮ஑্ઌੜとֶͿ
4%(Tͷࡏݱ JO な͝΍ʢاըνʔϜࢀরʣʯ
౳ͷϓϨεϦϦʔεɻ΢ΣϒαΠτʹ༠ಋ͢
ΔたΊڥ؀৘ใࢴʮ3JTBʯͰͷࠂ޿ɻ4/4
ʢGBDFCPPL
UXJUUFSʣ౳Ͱͷൃ৴ɻ-*/& Ξϯ
έʔτͷ࣮ࢪ౳ɻ

ɾফඅੜ׆ϑΣΞˑύωϧలʢ��30ʣʹग़లɻ
ɾΨΠυϒοΫදࢴσβΠϯίϯϖςΟγϣϯ
ͷ࣮ࢪʢ2ճʣɻ

ɾな͝΍ڥ؀େֶ:PV5VCFνϟϯωϧڞҭߨ
ӨΛࡱΛ঺հ͢Δಈը࠲ߨ൛४උͷたΊɺ࠲
։࢝͠たɻ

4%(Tະདྷ૑଄Ϋϥϒใࠂç2020೥౓ͷ૯ׅ

ʲॏ఺औΓ૊Έ߲ࣄʳ
̍ɹ·ちͮくΓϓϩδΣΫτ
ɾ8݄�9೔ɺ26೔ʹۋೋஸ໨ΛϞσϧΤϦΞ
と͠てɺ4%(Tୡ੒ʹ͚޲たۀࣄల։Λݕ౼
͢ΔϫʔΫγϣοϓΛΦϯϥΠϯͰ։࠵ɻͦ
ͷ5ͭޙͷςʔϚʢᶃ4%(Tな 50೥ޙͷۋ
ೋஸ໨ͷ࢟ᶄਓºଟ༷ੑº׆༂ᶅڥ؀ʹ΍͞
͠いϥΠϑελΠϧൃ৴ᶆշదɾ҆શな฻ら
͠ΛࢧえΔੜ׆ΠϯϑϥΛߟえΔᶇεϙʔπ
νʔϜとେֶͷ࿈ܞʣʹ෼かΕて9݄ʙ�݄
ʹか͚てϫʔΩϯάάϧʔϓͰۀࣄల։ͷݕ
౼ΛਐΊたɻ

ɾ9݄2೔ʹΦϯϥΠϯηϛφʔʮ׆ۀاಈと
4%(TʯΛ։࠵ɻذෞେֶç٬һڭतçՃ౻ٛ
ਓࢯΛࢣߨʹܴえɺϦχΞ։ۀʹΑってมԽ
͢Δ໊ݹ԰ͷະདྷΛ੾Γޱʹɺ͕ۀاऔΓ૊
Ή΂͖ϕϯνϚʔΫとなΔ4%(Tͷ໾ׂΛઆ
໌͠たɻ

ɾ��݄ 2�೔ɺ28೔ʹ஍Ҭ՝୊ͷղܾʹ͚޲
たγϣʔέʔεۀࣄと͠てɺۋೋஸ໨ͷಓʢΈ
ちʣΛఉʢʹΘʣʹཱݟてて4%(T͕ඳ͘ະ
དྷͷ฻ら͠ΛମײͰ͖ΔʮΈちʹΘ4%(TϚ
ϧγΣʯΛ։͠࠵たɻ

ɾ�݄20೔ʹ͸֤ϫʔΩϯάάϧʔϓͷ੒Ռ
ൃදΛ͏ߦใࠂձΛ࣮͠ࢪたɻ

̎ɹਓͮくΓϓϩδΣΫτ
ɾࢠど΋たちͷ4%(Tୡ੒΁ͷҙࣝΛҭΉと
と΋ʹɺՈ଒΍஍Ҭ΁と೾ͤ͞ٴΔたΊɺا
てҎԼͷ͠ܞઃ౳と࿈ࢪҭڭ΍େֶɺࣾձۀ
ʮ4%(TֶशϓϩάϥϜʯΛ੍͠࡞ɺֶߍ౳΁
ͷల։ΛਐΊたɻ

ɾ�2݄ �6೔ʹࢠど΋たち͕4%(Tʹͭいてɺ
ήʔϜ΍ಈըなどΛ௨͡てֶָ͘͠΂Δ΢Σ
ϒαΠτʮな͝΍4%(T ʢ֗ϚʔνʣʯΛެ։ɻ
ઃ౳ͷऔ૊ಈըʮ4%(Tνϡࢪɾۀا಺ͷࢢ
ʔϒʯ΍ࢠど΋たちͷ4%(Tͷऔ૊΍ΞΠσ

ΞΛ౤͢ߘΔʮ4%(TΈΜなͷΞΠσΞʯ౳
Λల։ɻ

ɾখֶ4ʙ6೥ͷౙٳΈͷ೔ࢽʢౙͷੜ׆ʣʹ
4%(T΍औΓ૊Έʹؔ͢ΔϖʔδΛࡌܝɻ

ɾࢠど΋たち͕ࢪઃ౳Λ๚໰͠ɺύωϧ౳Λ༻
いて4%(Tとͷͭな͕ΓΛֶͿʮ4%(TϑΟ
ʔϧυʯΛ࣮͢ࢪΔとと΋ʹɺౙͷੜ׆と࿈
ɺ�2݄͠ܞ 26೔ʙ�݄ 3�೔ʹࢢ಺2�ਤ
ॻؗʹ͓いて4%(TಛઃలࣔΛ࣮͠ࢪたɻ

ɾ4%(TΛֶ΂ΔかΔたٴͼ͢͝Ζ͘Λ੍͠࡞ɺ
಺ͷτϫΠϥΠτεΫʔϧɾϧʔϜɺֶಐࢢ
౳΁ల։͠たɻ

̏ɹ޿ใ
ɾ4%(Tͷझٴࢫͼ֤ΰʔϧ͕ࣔ͢໨ඪと໊ݹ
԰ࢢͷऔ૊಺༰ʹͭいて·とΊたࢠ࡭ൃܒ
ʮ4%(TってなʹʁʯΛ࡞੒͠ɺࢢ಺શখதֶ
৬һ෼ʢ໿�ສ�ઍʣ΍4%(TϑΟڭͷશߍ
ʔϧυ౳ͷࢪઃ΁ͷ഑෍Λߦったɻ

ʲ2020೥౓׆�ಈํ਑ʳ
େֶʹʮ4%(Tະདྷ૑଄ΫϥϒʯΛઃஔ͠ɺ̎ͭͷϓϩڥʯとͯ͠ઌಋతʹਐΊͯいくたΊɺな͝΍؀ࢢʮ4%(Tະདྷ౎͕ࢢ԰ݹ໊˔
δΣΫτΛల։͢Δ͜とͰࡁܦɾࣾձɾ͕ڥ؀ௐ࿨͠た࣋ଓՄೳなࣾձͷ࣮͢ݙߩʹݱΔとと΋ʹ৽たなਓͮくΓɾਓͷྠͮくΓʹ׆
か͢ػձとͯ͠いくɻ

ʲ2020೥౓׆�ಈํ਑ʳ
ҭθϛφʔϧͷॆ࣮ΛਤΔɻڞɾ࠲ߨҭڞ˔
ʣΛଅਐ͢Δɻ׵༗ɾ৘ใަڞҭθϛφʔϧஂମͷަྲྀʢ৘ใڞɾ࠲ߨҭڞ˔
˔な͝΍ڥ؀େֶͷଘࡏと׆ಈ಺༰ΛよΓଟくͷਓʹ஌っͯ΋ら͏たΊͷ޿ใͷ࣮ࢪɻ
˔࿩୊ͮくΓɾ৘ใఏڙʹよΓύϒϦγςΟΛ׆༻͠たൃ৴ੑͷڧԽΛਤΔɻ
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ϢʔεΫϥϒใࠂç2020೥౓ͷ૯ׅ

ʲॏ఺औΓ૊Έ߲ࣄʳ
̍ɹ৽ਓͷൃ۷ʮϢʔε͕ࣗൃతʹؔ৺Λ࣋ちɺ
୳ٻͰ͖Δख๏Λݕ౼ɺ࣮͠ࢪ·͢ɻʯ

ɾʮएऀ͕एऀʹൃ৴͢Δʯओۀࣄ࠵Ͱ͋ΔϢʔ
εݶఆڞҭ࠲ߨମݧͷใࠂձΛߦったɻؔΘ
Γ͋͏Ϣʔεͷଐੑ΍ੈ୅ͷ͕޿ΓΛ໨͢ࢦ
たΊɺใࠂձͰ͸ʮど͏͢Εば΋っとϫΧϞ
ϊͷࢀՃ͕૿えΔͷかʯΛςʔϚʹσΟεΧ
ογϣϯΛߦったɻ

ɾϢʔε͕اըɾӡӦΛۀࣄ͏ߦ౳と͠てɺࣾ
ձֶݟɺஶ໊ਓ΁ͷΠϯλϏϡʔಈը੍͓࡞
ΑͼΞΠσΞιϯΛݕ౼ɻ࣍೥౓࣮͚޲ʹࢪ
て৘ใऩूΛߦったɻ

ɾ4%(Tະདྷ૑଄Ϋϥϒ·ちͮ͘ΓϓϩδΣΫ
τと࿈͠ܞɺۋೋஸ໨஍۠Ͱۀࣄల։Λݕ౼
͢ΔϫʔΫγϣοϓʹࢀըɻҰ؀と͠て։࠵

͞ΕたΈちʹΘϚϧγΣʹग़ళΛߦったɻ
ɾ৿ྛ΍ɺ4%(TͷཧղΛਂΊΔؒെࡐʹΑΔ
4%(Tͮ͘ࡐڭΓΛܭը͠た͕ɺ੡ࠔ͕࡞೉
なたΊஅ೦͠たɻ

ɾѪ஌ֶӃେֶと࿈͠ܞたɺ஑্জࢯͷγϯϙ
δ΢Ϝʮ஑্জઌੜとֶͿ4%(Tͷࡏݱʢい·ʣ
JOな͝΍ʯʹొஃ͠ɺੈ࣍୅ʹ͚޲て4%(T
ͷݱঢ়Λൃ৴͠たɻ

ɾ໊ݹ԰ͷ৿ͷݱঢ়΍ͦͷपล๊͕えΔ໰୊Λ
஌Δʮ໊ݹ԰ͷ৿ͷөえεϙοτ୳͠ʂʯΛ
Δ4ͭͷ৿ΛΊ͙Γな͕ら৿ͷ͢ࡏɻ఺ࢪ࣮
ັྗΛ఻えΔ30ඵͷಈըΛ࡞੒͠たɻ

̎ɹΠϯΩϡϕʔγϣϯʮϢʔε͕औΓ૊ΜͰ
いΔ׆ڥ؀ಈͷܧଓੑΛߴΊΔ࢓૊Έ࡞Γ
΍ࢧԉΛڧԽ͠·͢ɻʯ

ɾੈ࣍୅Λ୲͏Ϣʔεͷҭ੒ΛڧԽ͠ɺ׆ಈͷ

૊Έͮ͘ΓͷҰ؀と͠てɺ࢓ΊΔߴଓੑΛܧ
Ѫ஌॔ಙେֶ$$$͕࣮͢ࢪΔۀࣄʹؔ༩͠ɺ
ըΛࢀՃ͢Δएऀʹର͠ϢʔεΫϥϒ΁ͷࢀ
ಇ͖か͚たɻ

ɾେֶੜΛத৺ʹ4/4اըʢ�ϓϥかΜʣΛ࣮ࢪɻ
ίϩφՒͷ֎ग़ࣗॗ͕ଓ͘தɺϓϥενοΫ
੡඼ͷधཁ͕ߴ·ΔҰํɺݸਓͰ΋Ͱ͖Δ୤ɾ
ϓϥενοΫ׆ಈΛ4/4Ͱൃ৴͠たɻ

ɾত࿨۠໾ॴと࠵ڞͰɺੈ࣍୅Λ୲͏ߍߴੜか
らେֶੜΛத৺と͠たएऀʹΑΔɺXJUIίϩ
φ࣌୅ʹ͋ったত࿨۠಺ͷެԂͷར׆༻ํ๏
ʹؔ͢ΔاըൃදձΛ࣮ࢪɻ

ɾত࿨۠·ちͮ͘ΓϓϩδΣΫτͷ೿ੜと͠てɺ
ձ৔ͷҰͭとなΔീࣄɾڵਖ਼ࣉͷ৿とͷ෇͖
߹いํΛΑ͘஌ΔたΊͷֶशとखೖΕͷମݧ
ձΛ࣮͠ࢪたɻ

ʲ2020೥౓׆�ಈํ਑ʳ
˔4%(TΛ͖っか͚ʹɺݪ఺ճؼɻ࣍ͷ2ͭͷྖҬͰɺʮڥ؀ट౎な͝΍ʯͦͯ͠ʮ࣋ଓՄೳな஍ࣾٿձʯΛࢧえΔڠಇΛ௨͡たੈ࣍୅
ҭ੒ΛਤΓ·͢ɻ

৿ྛϓϩδΣΫτใࠂç2020೥౓ͷ૯ׅ

ʲॏ఺औΓ૊Έ߲ࣄʳ
̍ɹ৿ྛ؅ཧͷݱঢ়೺Ѳと՝୊ղܾʹ͚޲た࢓
૊Έͷݕ౼

ɾʮ20�9೥౓৿ΠΩʂσβΠχϯάϓϩδΣΫ
τʯͷऔΓ૊ΈΛৼΓฦΔとと΋ʹɺΑΓ՝
୊ղܾʹۙͮ͘ྗΛҭΊΔΑ͏ɺઃָொؒ࢈
െࡐʹΑΔ໦ͭ͘ۏΓαςϥΠτϓϩάϥϜ
Λ࣮͠ࢪたɻ

ɾ৿ʹؔ͢Δ࠲ߨΛاըɾӡӦ͢Δاըऀஂମ
౳とڠಇ͠ɺ৿ྛ؅ཧͷମٴݧͼ৿ྛ͝とʹ
๊えΔ՝୊とͦͷղܾࡦʹͭいてߟえΔ࠲ߨ
Λ։͠࠵たɻ

ɾࢢ಺ʹ఺͢ࡏΔ৿͝とʹɺ๊えΔ՝୊ʹͭい
てߟえɺө૾ʹΑΔ̨̨̣഑৴͢Δʮ໊ݹ԰
ͷ৿ͷөえεϙοτ୳͠ʂʯ΍ɺ౎ࢢ಺ͷެ
Ԃ྘஍Ͱͷ৿ͷ੔උମݧΛ࣮͠ࢪɺੈ࣍୅Λ
ࣄՃ͠΍͢いࢀちɺ࣋ຯΛڵえΔϢʔε͕ࢧ
ͷॆ࣮Λਤったɻۀ

̎ɹな͝΍ڥ؀େֶͷݯࢿΛ׆か͠たίʔσΟ
ωʔτとܧଓɾൃలͷたΊͷωοτϫʔΫߏ
ங

ɾذෞཱݝ৿ྛจԽΞΧσϛʔٴͼؒؠ଄Ԃと
࿈͠ܞɺ৿ྛͷ༗͢Δػೳͷීൃܒٴ΍৿ྛ
੔උͷϑΝʔετεςοϓと͠てʮཬࢁと͸
ど͏い͏ࣗવなͷかʯʹͭいてɺอશ׆ಈʹ
औΓ૊ΜͰいΔஂମ౳Λର৅ʹɺૅج஌ࣝͷ
εΩϧΞοϓ࠲ߨΛ։͠࠵たɻ

ɾࢢ಺ͰΈどΓ΍ੜ෺ଟ༷ੑอશ׆ಈʹऔΓ૊
ΜͰいΔஂମͷχʔζΛ೺Ѳ͢ΔたΊɺな͝
΍ͷ৿ͭ͘Γύʔτφʔγοϓ࿈བྷձ΍ࣗવ
ったɻߦΛ׵ަݟձとҙٞڠಋһ࿈བྷࢦ࡯؍

ɾな͝΍ڥ؀େֶͷωοτϫʔΫΛੜか͠ɺੜ
෺ଟ༷ੑΛߴΊΔ৿ͭ͘ΓʹͭいてɺεΠε
ͷάϦʔϯϑΥϨελʔʢ৿ྛ؅ཧ׭ʣと
԰ͷ৿ݹたɻ·たɺʮ໊͠ࢪԋձΛ࣮ߨ#&8
ͷөえεϙοτ୳͠ʂʯͰ࡞੒͠たө૾Λ΋
とʹɺ࡞੒͠たֶੜ͕εΠεと8&#Λհ͠
てҙ׵ަݟΛߦったɻ

̏ɹϞσϧల։ͷたΊͷূݕۀࣄとීٴ
ɾ20�9೥౓ͷઃָொͰͷ׆ಈʹͭいてɺݱ஍
ʹてใࠂձΛߦいɺ࣏ؔࣗ܎ମͰ͋Δઃָொ
໾৔΍๛ࢢڮ໾ॴと੒Ռʹͭいてڞ༗Λਤっ
たɻ

ɾ׆ಈͷ༷ࢠ΍੒ՌͷݟえΔԽٴͼൃ৴Λܧଓ
͠ɺಈը΍4/4׆༻などɺ৽たなํ๏Ͱͷൃ
৴Λߦったɻ

ʲ2020೥౓׆�ಈํ਑ʳ
ʮな͝΍ڥ؀େֶʯʹ ͓いͯɺ৿ྛڥ؀ৡ༩੫ͷ׆༻Λ௨ͯ͡ɺࢢຽ΁ͷීൃܒٴ΍ਓࡐҭ੒౳ɺ৿ྛ੔උͷଅਐʹ͚޲たऔΓ૊ΈΛ࣮͠ࢪɺ
άϦʔϯΠϯϑϥͷ੔උなどɺ࣋ଓՄೳなࣾձͮくΓ΍৽たなਓͮくΓɾਓͷྠͮくΓʹ׆か͢ػձとͯ͠いくɻ
̎೥໨とͯ͠ɺʮܧଓʯとʮ৽ن։୓ʯ̎ͭͷࢹ఺からۀࣄΛਪਐ͢Δɻ
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なごや環境大学の歩み
前史・第 1期・第 2期

޲ಈڥ԰ͷ؀ݹ໊ な͝΍ڥ؀େֶͷาΈ
「脱レジ袋宣言」を発表
第 1 回エコ事業所の認定
藤前干潟がラムサール条約に登録

2002
年度

� ݄ 名古屋市長年頭記者会見で構想発表

3 ݄ 基本構想検討委員会を発足
レジ袋削減に向けた市内共通還元制度

「エコクーぴょん」を開始（～平成 21 年 3 月）
2003
年度

�0 ݄ 基本構想を策定・公表

3 ݄ 市民講座企画づくりワークショップを開催

リユースカップ事業を開始
広小路夏まつり会場で打ち水を実施
京都議定書の発効

「なごやエコキッズ」213 園・
「なごやスクール ISO」153 校を認定
「愛・地球博」開幕

2004
年度

4 ݄ 実行委員会を発足

8 ݄ 2005 年度共育講座公募

�� ݄ プレシンポジウム「市民と行政の協働を考える」を開催

�2 ݄ プレ講座「環境首都をめざしたまちづくり」を開講

2 ݄ 共育講座企画運営団体（市民団体・企業）との交流を開催

「環境ハンドブック 2005」を発行

3 ݄ 開講式＆記念シンポジウムを開催

環境デーなごや 2005「もういちど！大作戦」
を実施
愛・地球博ささしまサテライト会場ほか
市内 51 箇所で打ち水を実施（～ 9 月）
EXPO エコマネーセンターがアスナル金山
に開設

2005
年度

4 ݄ 共育講座開始（2005 年度 82 講座・476 回）

� ݄ シンポジウム 2005「環境時代と大学・地域・市民」を開催

�0 ݄ まちづくりシンポジウム「次世代につなぐ環境首都をめざし
て」を開催

3 ݄ なごや環境大学平成 17 年度活動報告会を開催
なごや循環型社会・しみん提案会議発足
中区栄において都心と郊外の
CO2 濃度の比較表示を開始
エコマネーサテライト開設（名古屋市環境学習
センター／名古屋市リサイクル推進センター）

「国際市長会議―都市と生物多様性―」
（ブラジル・クリチバ）出席

2006
年度

4 ݄ 共育講座開始（2006 年度 110 講座・574 回）

9 ݄ 環境デーなごや「なごや環境大学のひろば」開催開始

�0 「݄上流・下流のつながり」を開催

2 「݄地球温暖化の真実」を開催

生 物 多 様 性 条 約 第 10 回 締 約 国 会 議
（COP10）誘致委員会設立
なごや循環型社会・しみん提案会議が

「しみん提案」発表
緑区にて「レジ袋有料化促進モデル事業」開
始
IPCC 第 4 次評価報告書統合報告書の公表
名古屋市バイオマスタウン構想を策定

2007
年度

4 ݄ なごや環境大学学生チーム「エコネクスなごや」発足

共育講座開始（2007 年度 133 講座 •616 回）

�0 ݄ 東山新池かいぼりプロジェクト（なごや環境学・番外編）
「1021 新池かいぼり大作戦」を開催（21 日）

�� ݄ なごや環境大学「第 2 期ビジョン」を策定

2 ݄ 環境ハンドブック改訂版「なごや環境ハンドブック」発行

3 ݄ 2008 愛知環境賞「中日新聞社賞」受賞

「あいちモリコロ基金」（2008 年度大規模活動）助成決定
第 4 次一般廃棄物処理基本計画を策定
第 1 回「脱温暖化 2050 なごや戦略」策定
検討会開催

「第 16 回アジア太平洋環境会議」を開催
化学繊維・人工皮革・ゴムを
不燃ごみから可燃ごみへ区分変更

「エコドライブマイスター認定制度」を開始
「『ごみ非常事態宣言』10 周年シンポジウム
～ごみ減量のこれまで、これから～」開催

「水の環復活 2050 なごや戦略」策定

2008
年度

4 ݄ 共育講座開始（2008 年度 138 講座 •567 回）

5 「݄しみん提案」の実現を目指す「循環型社会推進チーム」発
足

9 ݄ エコアジア 2008（プレ COP10) 開催記念環境シンポジウ
ム開催

�2 ݄ エコネクスなごやが全国大学生環境活動コンテスト（エココ
ン 2008)「グランプリ・環境大臣賞」受賞

3 「݄あいちモリコロ基金」（平成 21 年度大規模活動）助成決定
レジ袋有料化全市拡大

「生物多様性自治体会議 2009」開催
「低炭素都市 2050 なごや戦略」策定
「名古屋市版レッドリスト 2010」公表
「生物多様性なごや戦略」策定

2009
年度

4 ݄ 共育講座開始（2009 年度 152 講座 •674 回）

6 「݄地方の元気再生事業」採択

8 「݄藤原紀香『Smile Please!』」トークショー＆写真展開催

9 ݄ 環境デーなごや「生物多様性パーク」開催

� 「݄エコシティ・サミット～市民はいかに動いたか～」開催

5 月：
11 月：

10 月：

8 月：

2 月：
3 月：

6 月：

7 月：

11 月：

8 月：
1 月：

2 月：

3 月：

6 月：

9 月：

10 月：

11 月：
3 月：

5 月：
7 月：

9 月：
12 月：

2 月：

3 月：

4 月：
11 月：

3 月：

プレシンポジウム
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なごや環境大学の歩み
第2期・第 3期

޲ಈڥ԰ͷ؀ݹ໊ な͝΍ڥ؀େֶͷาΈ
URBIO2010（都市における生物多様性と
デザイン国際会議）開催

「カルタヘナ議定書第 5 回締約国会議（COP-
MOP5）」開催

「生物多様性条約第 10 回締約国会議
（COP10）」開催
「生物多様性国際自治体会議」開催 2010

年度

4 ݄
共育講座開始（2010 年度 173 講座・727 回）
中日新聞社共催「ビバちきゅうきょうしつ」
第 1 回「生命を育む海」開催

5 ݄ 生物多様性連携プロジェクト発足

9 「݄生物多様性屋台村 いのちの恵みを『いただきま～す』」出展

�0 「݄生物多様性交流フェア」出展

2 「݄生物多様性あふれるまち・なごやに 100 人ワークショップ
～ COP10 から始めよう～」開催

3 「݄南極料理人西村淳さんによる“究極のエコライフ”」開催

プラスチック製品を不燃ごみから可燃ごみへ
区分変更
市役所などに電気自動車を導入

「なごや生物多様性センター」を設立
「国連持続可能な開発のための教育の 10 年」
最終年会合が 2014 年に愛知県名古屋市で
開催されることが決定

2011
年度

4 ݄ 共育講座開始（2011 年度 161 講座 •663 回）

5 ݄ 地球環境学第 1 回公開講座「映画『THE AGE OF STUPID』
上映会＋トークライブ」開催

9 ݄ 環境デーなごや「つくる・育てる・楽しむプロジェクト」と
して衣食住をテーマとした 3 ブースを出展

�0 ݄
名古屋市教育委員会共催「環境未来探検隊」体験活動開催

「COP10 1 周年記念シンポジウム～都市インフラとしての
自然を考える～」開催

�� ݄ 東日本大震災を受け、防災関連講座
「なごや環境学 2011 ～リスク管理とまちづくり～」を開催

�2 ݄
なごや環境大学「第 3 期ビジョン」を策定

「Winter Concert 2011 ～宇宙からみた地球環境、森林の
大切さを感じる音楽会～」開催

3 「݄新しい公共支援事業基金」（2012 年度活動）助成決定

ESD ユネスコ世界会議あいち・なごや支援
実行委員会設立

「名古屋市集団回収における古紙の持ち去り
防止に関する条例」施行
バイオディーゼル燃料化モデル事業を全市で
実施

2012
年度

4 ݄
特定の環境テーマで、調査・研究・社会実験等を行う

「共育ゼミナール」を開始（４団体）
共育講座・ゼミナール開始（2012 年度 164 講座・601 回）

9 ݄
環境デーなごや 2012 中央行事で名古屋市と協力し、「持続
発展共育（ESD）に関するユネスコ世界会議」に向けた特別
企画を開催

リサイクル推進センター閉館に伴い、環境学
習センターにおいて一部機能継承
ESD イヤーキックオフイベント開催
小型家電リサイクル開始 2013

年度

4 ݄ 共育講座・ゼミナール開始（2013 年度 149 講座・568 回）

5 ݄ 子どもたちが主役の ESD ワークショップ
「命が大切にされる未来を創るんだ」開催（5 ～ 11 月・全 5 回）

9 「݄環境デーなごや 2013 中央行事」に参画

�2 ݄「Winter Concert2013 ～愛と音楽は未来への懸け橋を創る～」開催
「ESD ユネスコ世界会議半年前イベント」
開催

「ESD シンポジウム」開催
「持続可能な開発のための教育（ESD）に関
するユネスコ世界会議」開催

「低炭素モデル地区事業」２地区を認定 2014
年度

4 ݄ 共育講座・ゼミナール開始（2014 年度 165 講座・591 回）

5 ݄ いのちつながる ESD ワークショップ 2014 開催（5 ～ 9 月・全 5 回）

6 「݄ESD ユネスコ世界会議半年前イベント」に参画

9 「݄環境デーなごや 2014 中央行事」に参画

�� 「݄ESD ユネスコ世界会議併催イベント」に参画

3 ݄ 10 周年事業 オープンキャンパス！開催
「リソースマッチングプレゼン大会」開催

第二処分場の開設
国連気候変動枠組条約第 21 回締約国会議

（COP21）において「パリ協定」を採択
「なごや環境学習プラン」策定
第 5 次一般廃棄物処理基本計画策定

2015
年度

4 ݄ 共育講座・ゼミナール開始（2015 年度 159 講座・574 回）

8 ݄ 名古屋気温測定調査 2015 実施（市内 165 地点）

9 「݄環境デーなごや 2015 中央行事」に参画し、学生企画
「WATSUKA MONO Village」を展開

� ݄
10 周年記念コンサート with プランタン管弦楽団「未来を
創るチカラ～つながるエコ ひろがるハッピー～」開催
10 周年記念シンポジウム「未来を創るチカラ―人とまち―」開催

「協働型環境学習のしくみづくりに関する自治体ミーティング」開催

5 月：

10 月：

4 月：

9 月：

5 月：

7 月：

10 月：

4 月：

1 月：
2 月：

6 月：

11 月：

2 月：

5 月：
12 月：

3 月：

交流フェアブース

なごや環境学 2011

10 周年記念シンポジウム
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なごや環境大学の歩み
第3期・第 4期

޲ಈڥ԰ͷ؀ݹ໊ な͝΍ڥ؀େֶͷาΈ
スプレー缶類の排出方法を穴あけ不要に変更
災害廃棄物処理計画策定
平成 28 年度水銀添加廃製品回収促進業務

（環境省モデル事業）を実施

2016
年度

4 ݄ 共育講座・ゼミナール開始（2016 年度 151 講座・564 回）

6 「݄みんなで歩く　ワクワクなごや」開催（6 ～ 12 月・全 5 回）

9 「݄環境デーなごや 2016 中央行事」に参画し、学生企画
「WATSUKA MONO Village」を展開

�� ݄ 持続可能な明日をめざすシンポジウム「いのちつながる街づ
くり担い手づくり」開催

�2 「݄エコプロ 2016 ～環境とエネルギーの未来展～」に参画

3 「݄春のオープンカフェ at テレビ塔」開催

蛍光管・水銀体温計等の拠点回収を開始
「低炭素都市なごや戦略第 2 次実行計画」
策定

2017
年度

4 ݄ 共育講座・ゼミナール開始（2017 年度 147 講座・455 回）

5 ݄ 第 4 期ビジョン策定

9 「݄環境デーなごや 2017 中央行事」に参画し、学生企画
「WATSUKA MONO Village」を展開

�� ݄
名古屋外国語大学との連携に関する協定書締結

「ウィンターコンサート 2017 ～音楽でつながろう！みんな
地球市民～」開催

� ݄
2݄

「みんなで防災・減災を考え行動しよう !! ～持続可能な社会
づくりのために～」開催

3 「݄オープンキャンパス at 名城公園 tonarino」開催
名古屋市環境学習センター「エコパルなごや」
リニューアルオープン
ごみ非常事態宣言から 20 年を記念した式典
を開催

2018
年度

4 ݄ 共育講座・ゼミナール開始（2018 年度 177 講座・483 回）

5 ݄ 愛知学院大学との連携協定締結

9 「݄環境デーなごや 2018 中央行事」に参画し、学生企画
「WATSUKA MONO Village」を展開

�0 「݄なごやのジレンマ！名古屋市北エリアを例に考える持続可
能なまち・人・仕事？いや生活！」開催

�� ݄ ユース主催講座「自然栽培を知ろう！～おいしいやさいはど
んな味？～」開催

� ݄ 豊かさを考える SDGs 映画会＆トーク開催

2 ݄ ごみ非常事態宣言 20 周年記念イベント「なごやのみらい 
Open Together ！」開催

名古屋市が「SDGs 未来都市」に選定
「未来へつなぐ「国連生物多様性の 10 年」
せいかリレー キックオフイベント」～あい
ち・なごや生物多様性 EXPO～開催
南陽工場を休止 2019

年度

4 ݄ 共育講座・ゼミナール開始（2019 年度 147 講座・525 回）

� 「݄お買い物から SDGs を知る！『環境白書から実践へ』」開催

8 ݄ 森イキ！デザイニングプロジェクト開始

9 「݄環境デーなごや 2019 中央行事」に参画し、学生企画
「WATSUKA MONO Village」を展開

�� 「݄なごやの環境平成史」開催（11 月～２月・全４回）

� ݄ SDGs に向けての協働型のしくみづくりに関する自治体ミー
ティング

富田工場、北名古屋市で工場完成
ウェブサイト上で、「おうちで環境デーなご
や 2020」実施

2020
年度

4 ݄ 共育講座・ゼミナール開始（2020 年度 134 講座・497 回）

6 ݄
SDGs 未来創造クラブ まちづくり・人づくりプロジェクト
開始
オンラインセミナー 生物多様性とサブカルチャーの世界

� ݄ 環境白書から実践へ 2020 ～ SDGs17 の目標その先へ！～

�0 ݄
SDGs オンラインセミナー 2030 年の先をみつめる人々

（10 ～ 2 月・全 10 回）
森イキ！デザイニングプロジェクト 2019 年度成果発表会 
in 設楽町

� ݄ SDGs に向けての協働型のしくみづくり自治体ミーティング
2020

�� 「݄みちにわ SDGs マルシェ」開催

�2 ݄ ウェブサイト「なごや SDGs 街（マーチ）」オープン

3 ݄ 池上先生と学ぶ SDGs の現在 in なごや

10 月：

11 月：

10 月：
3 月：

5 月：

2 月：

7 月：
1 月：

3 月：

6 月：
9 月：

エコプロ 2016

オープンキャンパス

なごやのみらい　Open Together！

池上先生と学ぶ SDGs の現在
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शηϯλʔʢΤίύϧな͝΍ʣֶڥ؀ࢢ԰ݹ໊
ਪਐࣨྔݮہڥ؀ࢢ԰ݹ໊
՝ࡦରڥ؀ؾେہڥ؀ࢢ԰ݹ໊
܎՝ਫ࣭஍൫ࡦରڥ஍Ҭ؀ہڥ؀ࢢ԰ݹ໊
ॲ෼৔ذѪࢢ԰ݹ໊
�ɹௐࠪ՝ɹہԼਫಓ্ࢢ԰ݹ໊
ਫͷྺࢿ࢙ྉؗ
ত࿨۠໾ॴࢢ԰ݹ໊
�ՊڀݚֶࡁܦେֶେֶӃཱࢢ԰ݹ໊
ʢੈ࣍୅ΤωϧΪʔϫʔΫγϣοϓਪਐҕһձʣ
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Տଜたか͠ ௕ࢢ԰ݹ໊
ҏ౦ܙඒࢠ ௕ࢢ෭ࢢ԰ݹ໊
༚Ҫɹ࢙࿠ ౦ژ౎ࢢେֶɹಛผڭत

ҏ౻ɹ࿨ࢠ ձɹձ௕ٞڠ஍Ҭঁੑஂମ࿈བྷࢢ԰ݹ໊
தଜɹɹ߶ ҕһձɹձ௕ڥอ݈؀ࢢ԰ݹ໊
૬ݪɹ༢ࢠ ձɹٞ௕ٞڠҕһٞ௕ྗڠ੓۠ࢢ԰ݹ໊
໺தɹีݡ な͝΍֎དྷछΛߟえΔձɹձ௕
ΏͣΈޱࢁ ಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓίϯιʔγΞϜ༗দɹࣄ຿ہ௕
ਿ໺ɹɹ࣮� .�@1SPKFDUɹσβΠϯϓϩσϡʔαʔ
ฏੴɹথ୅ 会ࣾφッΫϓランχンάࣜג
খࡔɹ৴೭ ௕ہ຿ࣄ߹ύʔτφʔγοϓɾ$-6#ɹ૯ڥ؀
௶Ҫɹ໌࣏ ௕ࣄ૊߹࿈߹ձɹཧڵ঎ళ֗ৼࢢ԰ݹ໊
ӏࣂɹ޺੒ तڭՊɹڀݚֶࡁܦେֶେֶӃɹཱࢢ԰ݹ໊
େࣛɹ੟ެ Ѫ஌ڭҭେֶڭҭֶ෦ɹڭत
۝ཬɹಙହ ૬໛ঁࢠେֶֶֶܳ෦ɹӳޠจԽίϛϡχέʔγϣϯֶՊɹڭत
લాɹ༸ࢬ ೆࢁେֶ૯߹੓ֶࡦ෦ɹ।ڭत
ԣࢁɹཅೋ ౦ւֶԂେֶܦӦֶ෦ɹ٬һڭत
Տాɹ੣Ұ ըௐ੔؂اɹہ૯຿ࢢ԰ݹ໊
౻Ҫɹণ໵ ௕࣍ҭڭҭҕһձɹڭࢢ԰ݹ໊
ਢ໢ɹਖ਼ਓ ਪਐ؂ࢢ౎ڥɹ؀ہڥ؀ࢢ԰ݹ໊
ௗӋɹٛਓ େֶʯ࣮ڥը෦௕ʗʮな͝΍؀اڥɹ؀ہڥ؀ࢢ԰ݹ໊ ௕ہ຿ࣄҕһձɹߦ

Ճ౻ɹ໌࢘ Ճ౻໌࢘ձࣄܭ຿ॴɹॴ௕
ɹɹಁۄࣇ ௕࣍ɹࣨܭձࢢ԰ݹ໊

༸ߝɹ౻ࠤ ෦௕ڵৼۀ࢈ձٞॴɹ޻԰঎ݹ໊
࢙߶ɹޱࢁ Ұൠࣾஂ๏ਓɹத෦ࡁܦ࿈߹ձɹ๷ࡂɾڥ؀෦௕
ɹɹྰࡔ߳ तڭՊɹڀݚֶڥ԰େֶେֶӃɹ؀ݹ໊
ཬํɹ߂༞ ೶ྛਫ࢈ল౦ւ೶੓ہɹੜ࢈෦ɹੜٕ࢈ज़ڥ؀՝௕
ยۅɹହ໌ ɾϦαΠΫϧ՝௕ڥ෦ɹ؀ڥΤωϧΪʔ؀ݯࢿɹہۀ࢈ࡁܦলத෦ۀ࢈ࡁܦ
ɹහതٶؒ ׭ௐ੔ڥը෦ɹ؀اɹہ౔ަ௨লத෦஍ํ੔උࠃ
খּݪ༸࿨ ׭ըௐ੔ܭ෦ɹࡦɹަ௨੓ہ౔ަ௨লத෦ӡ༌ࠃ
ഡϊ࿬༟࢘ ՝௕ࡦରڥ຿ॴɹ؀ࣄڥলத෦஍ํ؀ڥ؀
୩ޱɹɹ྄ Ѫ஌ڥ؀ہڥ؀ݝ੓ࡦ෦ɹ׆ڥ؀ಈਪਐ՝௕

Ӝ໺ɹɹѪ ೝఆಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓϨεΩϡʔετοΫϠʔυɹৗ຿ཧࣄ
ࢠཬܙࡔߐ ϢωείɾσβΠϯ౎ࢢな͝΍ਪਐߦ࣮ۀࣄҕһձɹϓϩάϥϜɾσΟϨΫλʔ
্ాɹᡏ࢘ ϓϥεσΟʔΞϯυγʔ߹ಉձࣾɹ୅ද৬຿ࣥࣾऀߦ௕
Ճ౻ɹඒಸ ձࣾ$PNPEP�-"#0�୅දऔక໾ࣜג
খྛɹߐ޾ ϒϥβʔࣜגۀ޻ձࣾɹ$43�ίϛϡχέʔγϣϯ෦
த৿ɹߒೋ ެӹࣾஂ๏ਓɹ೔ຊάϥϑΟοΫσβΠφʔڠձɹձһ
Ҫ֞ɹཧ࢙ तڭ෦σβΠϯֶՊɹ।ֶܗ԰ֶܳେֶɹϝσΟΞ଄ݹ໊
ླ໦৻ଠ࿠ Ѫ஌ֶӃେֶ๏ֶ෦ɹڭत
ીզɹ޾୅ तڭՊɹ।ڀݚେֶେֶӃɹਓؒจԽཱࢢ԰ݹ໊

େߊɹɹ؛ ໊৓େֶɹ̐೥ੜ
ਂ௡͋ͮඒ ࣾձਓϢʔεϝϯόʔ
౻Ԭɹ༞ଠ ԰େֶɹ̏೥ੜݹ໊
ࢠඒٱྠࡾ ໊৓େֶɹ̏೥ੜ
ɹಸ݄ޱࢁ Ѫ஌॔ಙେֶɹ̏೥ੜ

ɹᚸ୅ా؛ ॴɹ୅දڀݚύʔτφʔγοϓా؛
௕୩઒໌ࢠ ϏΦτʔϓɾωοτϫʔΫத෦ɹձ௕
দຊΠζϛ ̣̥̤ ϑΟτϥϘɹ୅ද
৽ւɹ༸ࢠ Ұൠࣾஂ๏ਓ4%(TίϛϡχςΟɹ୅දཧࣄ
௰ɹɹتᛝ ެӹࣾஂ๏ਓ೔ຊٕज़࢜ձத෦ຊ෦ɹݩຊ෦௕
ࢤɹްాࢁ Ұൠࣾஂ๏ਓѪ஌ݐݝઃڠۀձɹཧࣄ
ೇඒɹॱཧ தژେֶڭࡍࠃཆֶ෦ɹڭत
஛಺ɹ߃෉ तڭηϯλʔɹಛ೚ڀݚҭڭలൃڞଓత࣋�Պڀݚֶڥ԰େֶେֶӃ؀ݹ໊
ઍ಄ɹɹ૱ ೔ຊ෱ࢱେֶࡍࠃ෱ࢱ։ൃֶ෦ɹڭत

໊༪ҕһ௕
ҕ һ ௕
ֶ ɹ ௕

࣮ ߦ ҕ һ

؂ ɹ ࣄ
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